
2019年9月19日・20日 東京ビッグサイトにて
第14回 地方銀行フードセレクションを開催しました

主催銀行：55行　出展社数：1,031社　来場者数：13,412名（2日間）

第15回 地方銀行フードセレクション
［会期］2020年11月19日（木）・20日（金） ［会場］東京ビッグサイト 西1・2ホール
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甦る地域農業
独創と革新のダイナミズム！

16期連続増収
広島市信用組合が示した成長の要諦

［信金・信組の確たる信念］

山本明弘理事長





ど
で
き
る
の
か
。

あ
る
い
は
、
台
風
19
号
で
71

河
川
が
氾
濫
し
、
１
３
５
ヵ
所

で
堤
防
が
決
壊
し
た
が
、
こ
れ

ら
す
べ
て
の
堤
防
の
嵩
上
げ
を

す
る
の
に
、
い
く
ら
か
か
る
の

か
。
し
か
も
寺
田
は
こ
う
も
言

っ
た
。
堤
防
の
嵩
を
上
げ
れ
ば
、

小
さ
な
洪
水
は
防
げ
る
が
、
潜

在
的
な
洪
水
の
力
が
増
し
、
大

洪
水
を
招
き
か
ね
な
い
と
。

で
は
自
然
災
害
と
ど
う
向
き

合
う
べ
き
か
。
ま
ず
自
然
を
凌

駕
で
き
る
な
ど
と
い
う
傲
慢
な

考
え
は
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
人
類
が
築
い
た
社

会
秩
序
は
、
自
然
か
ら
与
え
ら

れ
る
荒
々
し
い
試
練
を
享
受
し

つ
つ
、
な
お
生
き
よ
う
と
す
る

人
間
の
希
望
と
英
知
の
産
物
だ

っ
た
と
も
言
え
る
。
か
つ
て
自

然
災
害
に
幾
度
と
な
く
見
舞
わ

れ
て
き
た
日
本
人
が
自
然
に
従

順
で
あ
ろ
う
と
し
た
よ
う
に
、

自
然
に
負
荷
を
か
け
な
い
持
続

可
能
な
開
発
、
そ
こ
に
ヒ
ン
ト

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。　

と
こ
ろ
で
、
こ
と
大
停
電
へ

の
対
策
は
、
太
陽
光
発
電
や
蓄

電
池
な
ど
の
分
散
型
電
源
を
活

用
す
る
手
が
あ
る
。

大
型
台
風
の
被
害
が
続
い

た
。
物
理
学
者
の
寺
田

寅
彦
が
「
天
災
は
忘
れ

た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
た
が
、
「
天
災
は
続
け
て

す
ぐ
に
や
っ
て
く
る
」
と
で
も
言

う
べ
き
か
。
た
だ
、
防
災
・
減
災

に
向
け
対
策
を
進
め
る
に
し
て
も
、

自
然
の
猛
威
に
ど
こ
ま
で
対
抗
で

き
る
の
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
台
風
15
号
の
被
害
。

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
管
内

で
一
時
93
・
５
万
戸
が
停
電
し
、

千
葉
県
内
に
は
１
ヵ
月
半
に
亘
っ

て
電
気
が
使
え
な
か
っ
た
地
域
も

あ
っ
た
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
強

風
で
送
電
鉄
塔
や
電
柱
が
倒
壊
し

な
い
よ
う
強
度
を
上
げ
る
こ
と
に

な
ろ
う
が
、
関
東
全
域
の
鉄
塔
や

電
柱
を
全
て
建
て
替
え
る
こ
と
な
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10
月
12
日
夜
、
伊

豆
半
島
に
上
陸

し
た
台
風
19
号

は
、
東
日
本
に
記
録
的
な

暴
風
雨
を
も
た
ら
し
、
７

県
71
河
川
が
氾
濫
、
堤
防

の
決
壊
は
１
３
５
ヵ
所
に

及
ん
だ
。
29
日
５
時
30
分

現
在
の
内
閣
府
の
発
表
に

よ
れ
ば
、
死
者
数
は
90
人
、

全
壊
・
半
壊
住
宅
数
が
４

０
４
４
棟
、
床
上
浸
水
は

３
万
３
５
７
９
棟
に
の
ぼ

る
。10

月
17
日
、
千
曲
川
の

氾
濫
で
広
範
囲
に
水
没
し

た
長
野
市
豊
野
町
を
訪
れ

る
と
、
ヘ
ド
ロ
や
汚
水
が

道
路
を
覆
い
、
悪
臭
が
漂

っ
て
い
た
。

同
町
内
の
店
舗
兼
自
宅

で
夫
と
パ
ン
屋
を
営
ん
で

い
た
沼
倉
美
代
子
さ
ん
は
、

「
10
月
13
日
午
前
６
時
頃

に
避
難
所
か
ら
様
子
を
見

に
自
宅
に
戻
っ
た
時
、
水

嵩
は
20
㎝
程
だ
っ
た
が
、

一
気
に
増
水
し
た
」
と
当

時
の
状
況
を
語
り
つ
つ
、

「
１
階
が
ほ
ぼ
冠
水
し
、
設
備

は
壊
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
店
員

が
片
づ
け
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
」
と
、
気

丈
に
も
笑
み
を
浮
か
べ
た
。

台
風
15
号
被
害
も
全
面
復
旧

に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り

そ
う
だ
。
10
月
20
日
に
千
葉
県

を
訪
れ
る
と
、
９
月
９
日
の
15

号
到
来
以
来
１
ヵ
月
半
近
く
停

電
の
続
く
区
域
が
あ
っ
た
。
同

県
南
部
の
鋸
南
町
市
井
原
地
区

の
山
間
部
だ
。

土
砂
崩
れ
の
形
跡
の
残
る
細

い
道
を
進
む
と
、
崩
れ
た
土
砂

で
送
電
線
が
寸
断
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
先
に
住
居
を
構
え
る
農
家

の
森
比
佐
之
さ
ん
は
、
「
こ
の

辺
り
で
停
電
が
続
い
て
い
る
こ

と
が
完
全
に
風
化
し
て
い
る
」

と
訴
え
る
。

森
さ
ん
は
近
隣
の
自
治
体
に

避
難
し
つ
つ
自
宅
の
片
づ
け
に

通
う
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
、

「
東
京
電
力
は
10
月
26
日
に
発

電
機
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
が
、

そ
れ
っ
き
り
。
家
の
近
く
の
電

線
に
か
か
る
枝
を
除
去
す
る
に

も
東
電
に
任
せ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
が
、
再
三
連
絡
し
て
も
音

沙
汰
が
な
い
」
と
し
、
「
も
う

東
電
に
は
頼
り
た
く
な
い
。
太

陽
光
発
電
で
も
入
れ
よ
う
か
」

と
話
し
た
。

被
災
地
が
広
範
囲
に
亘
り
、

森
さ
ん
の
よ
う
に
行
政
機
関
や

電
力
会
社
の
対
応
が
行
き
届
か

ず
、
不
便
を
強
い
ら
れ
る
人
は

い
ま
な
お
多
い
は
ず
だ
。

水
害・強
風
で

数
多
の
企
業
が
被
災

企
業
も
各
地
で
被
災
し
た
。

自
動
車
大
手
の
ス
バ
ル
は
、

栃
木
県
足
利
市
内
の
下
請
け
企

業
が
台
風
19
号
の
影
響
で
浸
水

し
、
部
品
を
調
達
で
き
ず
10
月

16
日
か
ら
24
日
ま
で
群
馬
県
内

３
工
場
の
操
業
を
停
止
。
う
ち

国
内
向
け
自
動
車
生
産
を
担
う

２
工
場
は
25
日
よ
り
再
開
し
た

が
、
約
１
万
台
に
影
響
が
出
た

よ
う
だ
。

ラ
ー
メ
ン
チ
ェ
ー
ン
を
展
開

す
る
幸
楽
苑
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
は
、
福
島
県
郡
山
市
の
基
幹

工
場
が
浸
水
。
麺
や
ス
ー
プ
の

製
造
ラ
イ
ン
が
停
止
し
、
全
国

２
４
０
店
以
上
が
休
業
に
追
い

込
ま
れ
た
。
他
県
の
工
場
で
増

産
し
、
10
月
24
日
ま
で
に
大
半

の
店
舗
で
営
業
を
再
開
し
た
が
、

基
幹
工
場
が
復
旧
す
る
ま
で
一

部
店
舗
で
は
メ
ニ
ュ
ー
を
限
定

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
。

こ
の
ほ
か
、
報
道
に
よ
る
と
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
郡
山
工
場
や

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
の
宮
城
県

大
河
原
町
の
工
場
も
、
近
隣
の

河
川
が
氾
濫
し
、
浸
水
に
見
舞

わ
れ
た
よ
う
だ
。

台
風
15
号
に
よ
る
被
害
も
深

刻
で
、
日
産
自
動
車
は
神
奈
川

県
内
の
３
工
場
が
冠
水
し
、
操

業
を
停
止
す
る
な
ど
多
く
の
損

失
を
被
っ
た
。
と
り
わ
け
、
強

風
に
よ
り
煙
突
が
倒
壊
し
た
日

本
製
鉄
の
君
津
製
作
所
は
深
刻

で
、
復
旧
に
は
半
年
程
度
か
か

る
見
込
み
で
あ
る
。

農
林
水
産
被
害
額

１
年
で
７
６
０
０
億
円

一
連
の
台
風
被
害
に
よ
る
経

済
損
失
額
は
い
く
ら
に
な
る
の

か
。
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
が
、
農
林
水
産
省
の
29
日

午
前
５
時
現
在
の
発
表
に
よ
れ

ば
、
台
風
19
号
に
よ
る
農
林
水

産
被
害
額
は
１
２
６
８
・
８
億

円
、
15
号
に
よ
る
被
害
額
は
５

０
９
・
２
億
円
だ
か
ら
、
わ
ず

か
１
ヵ
月
で
１
７
０
０
億
円
以

上
の
被
害
が
生
じ
た
こ
と
に
な

る
。
西
日
本
豪
雨
以
降
の
直
近

１
年
余
り
で
集
計
す
る
と
、
実

に
７
６
０
０
億
円
を
超
え
て
い

る
の
だ
。

と
も
あ
れ
、
西
日
本
豪
雨
で

大
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
岡
山
県

倉
敷
市
真
備
町
で
は
、
災
害
の

傷
跡
が
い
ま
な
お
残
っ
て
お
り
、

地
元
の
人
は
「
復
興
は
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
」
と
嘆
息
す
る
。

今
回
の
相
次
ぐ
台
風
災
害
も
、

千
葉
県
な
ど
が
立
て
続
け
に
被

災
し
て
お
り
、
全
面
復
旧
に
は

相
応
の
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

相次ぐ巨大台風で被害甚大
農林水産被害額１７００億円超

台風15号に続く19号の襲来で、東北、関東、中部の各地は甚大な被害に見舞われた。
農林水産関連の被害額は、両台風被害を合わせると１７００億円を超えている。

近年の異常気象による農林水産関連被害� （単位：億円）

災害名 発生時期 災害の概要

農林水産関連被害額

農作物等 農地・農業用
施設関連 林野関係 水産関係 合計

西日本豪雨 2018年7月 中部地方から九州に亘る広範囲を襲った豪雨で水害や土砂崩れが多発。
死者237人、家屋の全半壊1万8000棟余りの記録的な災害となった 300.2 1419.6 1658.8 30.5 3409.1

台風21号 2018年9月 関西を中心に猛烈な暴風雨となり、大阪府や和歌山県で大規模な停電が
発生。タンカーが関西国際空港の連絡橋に衝突し、一時空港が孤立した 340.6 17.9 37.6 46.1 442.2

北海道胆振東部地震 2018年9月 最大震度7の揺れにより、震源地付近で大規模な土砂崩れが発生。苫東厚
真火力発電所の停止を発端に全道が2日に亘ってブラックアウトした 84.6 579.6 475.4 5.1 1144.7

台風24号 2018年9月 列島の広範囲が暴風雨に見舞われ、首都圏では初の計画運休を実施。中
部電力管内で延べ119万戸が停電し、同管内では平成最大の被害となった 307.9 115.6 136.5 56.5 616.5

九州大雨 2019年7月 梅雨前線が活発化したことで、鹿児島県や宮崎県、熊本県では500mmを超
える記録的な大雨が発生。各地で河川の決壊や土砂崩れが起こった 1.8 64.8 25.5 0.6 92.8

九州北部大雨 2019年8月 前線の影響で激しい雷雨が起こり、福岡県、佐賀県、長崎県に大雨特別警
報が発令された。佐賀県内では鉄工所から5万ℓの油が流出した 41.5 123.4 48.3 0.3 213.5

台風15号 2019年9月 千葉県を中心に記録的な強風を観測。送電用鉄塔2基が倒壊し、東電管内
で大停電が発生。千葉県の一部地域では1月半経過してもなお停電が続く 449 13.7 25.8 20.7 509.2

台風19号 2019年9月 各地で記録的な降水量を記録し、長野県や北関東、東北地方では河川の
決壊が多発。16年の熊本地震に次ぐ2例目の『非常災害』に指定された 143.7 640 387.9 97.1 1268.8

出所：農林水産省統計（10月29日5時現在）をもとにCoalanet作成 合計 7696.8

相次ぐ大型台風で被災した主な企業
企業名 被災状況

台
風
19
号

スバル
足利市の下請け部品製造企業が被災し、群馬県太田市の本工
場、矢島工場、大泉町の大泉工場の操業を停止。25日に復旧の
見込み。

ホーコス 郡山市にある工場が阿武隈川の氾濫で浸水。厨房用機器の工
場で、機械やパソコンが冠水して21日時点で復旧できず。

幸楽苑HD 郡山市の工場が停電で操業停止。21日に電力復旧したが、まだ
操業再開には至らず。

パナソニック 郡山工場が阿武隈川の氾濫で冠水。復旧状況不明。

アルパイン
マニュファクチャリング

車載用音響機器・情報通信機器用部品を製造する赤井工場
（福島県いわき市）が浸水。

福島太陽誘電 福島県伊達市の工場が浸水し、稼働停止。

アイリスオーヤマ 宮城県の大河原工場が浸水し、設備や商品が一部冠水。

台
風
15
号

日本製鉄 君津製作所の煙突が倒壊し、復旧に半年かかる見込み。

日産 神奈川県内の3工場が冠水し、操業停止。復旧状況不明。

ソニー 停電で木更津工場が操業停止。すでに復旧した可能性大。

出所：各社ホームページなどをもとにCOALAnet作成

1千葉県君津市では記
録的な強風の影響で送
電鉄塔倒壊 215号襲
来から１ヵ月超、電力イン
フラ未だ復旧せず 319
号 被 害で 千 曲 川が 決
壊、長野市内は広範囲
に水没 4長野市内で
は収穫間近のリンゴなど
農産物が多数被害

1 2

4 3
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少
子
化
対
策
や
社
会
保

障
の
財
源
確
保
な
ど

を
目
的
に
、
政
府
は

10
月
１
日
よ
り
消
費
税
を
８
％

か
ら
10
％
へ
引
き
上
げ
た
が
、

増
税
に
よ
る
消
費
者
の
購
買
意

欲
低
下
へ
の
不
安
は
拭
い
切
れ

な
い
。

実
際
、
政
府
が
14
年
４
月
に

消
費
税
率
を
５
％
か
ら
８
％
へ

と
引
き
上
げ
た
直
後
の
14
年
４

月
〜
６
月
の
３
ヵ
月
間
、
実
質

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
前
期
比
1.6
％
減
と
な

り
、
続
く
７
月
〜
９
月
も
0.7
％

減
と
景
気
が
減
速
。
増
税
が
消

費
の
低
迷
を
引
き
起
こ
し
た
と

の
指
摘
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
政
府
は
今
回
、
軽
減

税
率
な
ど
、
従
来
と
異
な
る
施

策
を
取
り
入
れ
た
。

軽
減
税
率
で
は
、
生
活
必
需

品
な
ど
特
定
品
目
の
消
費
税
率

を
８
％
に
据
え
置
き
、
食
品
表

示
法
に
規
定
し
て
い
る
飲
食
料

品
と
週
２
回
以
上
発
行
さ
れ
る

新
聞
を
対
象
と
し
た
。
た
だ
、

軽
減
税
率
は
あ
く
ま
で
も
経
過

措
置
。
変
更
時
期
は
未
定
だ
が
、

消
費
税
率
は
い
ず
れ
一
律
10
％

に
な
る
予
定
だ
。

さ
ら
に
消
費
者
の
購
買
意
欲

低
下
へ
の
措
置
と
し
て
10
月
１

日
か
ら
開
始
し
た
の
が
『
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事

昨
夏
に
気
候
変
動
へ
の

早
期
対
応
を
訴
え
る

座
り
込
み
活
動
を
一

人
き
り
で
始
め
て
話
題
と
な
っ

た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
16
歳
の
環

境
活
動
家
、
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー

ン
ベ
リ
さ
ん
が
９
月
23
日
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
国

連
気
候
行
動
サ
ミ
ッ
ト
で
演
説

を
行
っ
た
。

各
国
の
代
表
を
前
に
し
て
ト

ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん
は
、
「
今
後

10
年
間
で
Ｃ
Ｏ
２ 

排
出
量
を
半

減
さ
せ
て
も
世
界
の
平
均
気
温

上
昇
を
1.5
℃
未
満
に
抑
え
ら
れ

る
可
能
性
は
50
％
し
か
な
い
」

と
言
及
し
、
「
こ
の
数
値
に
は
、

テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
（
急

激
な
変
化
の
起
こ
る
転
換
点
）

や
変
動
の
相
乗
効
果
、
大
気
汚

染
に
よ
る
さ
ら
な
る
温
暖
化
の

影
響
、あ
る
い
は
公
平
性
や〝
気

候
正
義
〞
の
側
面
が
含
ま
れ
て

い
な
い
」
と
問
題
点
を
指
摘
。

「
そ
れ
ゆ
え
私
た
ち
は
決
し
て

50
％
の
リ
ス
ク
を
受
け
入
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
強
く
訴

え
た
。

ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん
は
続
け

て
、
「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動

に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
の

出
し
た
最
も
よ
い
試
算
で
さ
え
、

世
界
の
平
均
気
温
上
昇
を
1.5
℃

に
抑
え
ら
れ
る
可
能
性
は
67
％
。

し
か
も
、
そ
の
た
め
に
は
２
０

１
８
年
１
月
か
ら（
10
年
間
で
）

Ｃ
Ｏ
２ 

は
世
界
全
体
で
４
２
０

０
億
ｔ
し
か
排
出
で
き
な
い
の

だ
が
、
（
す
で
に
７
０
０
億
ｔ

排
出
し
た
た
め
）
残
り
３
５
０

０
億
ｔ
し
か
な
い
。
こ
の
ま
ま

で
は
８
年
半
で
許
容
量
を
超
え

て
し
ま
う
」
と
危
惧
し
、
「
変

化
は
必
ず
や
っ
て
く
る
」
と
締

業
』
だ
。
制
度
に
加
盟
す
る
中

小
の
店
舗
で
消
費
者
が
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
な

ど
非
現
金
払
い
を
行
う
と
、
最

大
５
％
の
ポ
イ
ン
ト
が
還
元
さ

れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。
資
金
は

国
庫
で
負
担
し
、
制
度
は
来
年

６
月
末
日
ま
で
の
９
ヵ
月
間
実

施
す
る
。

中
小
企
業
庁
が
、

軽
減
税
率
対
策
実
施

た
だ
、
増
税
後
の
景
気
悪
化

を
抑
え
た
い
政
府
の
対
応
が
、

む
し
ろ
中
小
企
業
の
負
担
増
に

な
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

例
え
ば
、
軽
減
税
率
の
導
入

に
よ
り
、
税
率
８
％
と
10
％
の

商
品
が
混
在
す
る
こ
と
か
ら
、

レ
ジ
ス
タ
ー
を
複
数
税
率
に
対

応
す
る
も
の
に
交
換
す
る
必
要

が
生
じ
る
。
あ
る
い
は
、
「
扱

う
商
品
が
軽
減
税
率
の
対
象
か

否
か
分
か
ら
な
い
」
、
「
店
頭

で
の
税
率
表
記
の
変
更
が
困

難
」
と
い
っ
た
声
も
あ
る
よ
う

だ
。現

在
、
新
た
な
設
備
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
庁
が

『
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
制

度
』
を
設
け
て
い
る
。
中
小
企

業
や
小
規
模
事
業
者
を
対
象
に
、

レ
ジ
の
交
換
や
受
発
注
シ
ス
テ

ム
・
請
求
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の

め
く
く
っ
た
。

地
球
温
暖
化
に
対
す
る
社
会

の
対
応
を
甘
い
と
鋭
く
批
判
す

る
言
葉
は
、
各
国
の
報
道
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
好
意
的
に

評
価
さ
れ
た
。
米
国
の
ヒ
ラ
リ

ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
元
上
院
議
員

も
27
日
に
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大

学
で
行
っ
た
演
説
で
「
（
ト
ゥ

ー
ン
ベ
リ
さ
ん
の
演
説
は
）
全

改
修
を
支
援
す
る
制
度
だ
。
レ

ジ
の
新
規
導
入
で
あ
れ
ば
、
本

体
費
用
と
設
置
費
用
を
最
大
20

万
円
ま
で
補
助
す
る
な
ど
、
資

金
面
の
援
助
を
行
う
。

税
率
の
計
算
方
法
に
つ
い
て

も
、
特
例
措
置
が
設
定
さ
れ
た
。

前
々
年
ま
た
は
前
々
事
業
年
度

の
課
税
売
上
高
が
５
０
０
０
万

円
以
下
の
事
業
者
は
、
売
上
げ

て
の
立
法
者
が
必
読
す
る
べ
き

だ
。
世
界
の
為
政
者
の
気
候
変

動
へ
の
危
機
感
の
不
足
を
批
判

し
、
自
身
の
世
代
の
人
々
を
代

弁
し
た
」
と
称
賛
し
た
。

だ
が
一
方
で
、
米
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
が
「
明
る
く
素
晴
ら
し

い
未
来
を
夢
見
る
幸
せ
な
少

女
」
と
揶
揄
す
れ
ば
、
ロ
シ
ア

の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
も
「
情
報

の
一
定
割
合
を
、
軽
減
税
率
対

象
品
目
の
売
上
げ
と
し
て
概
算

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
れ
で
も
、
新
た
な
負
担
を

厭
い
、
増
税
を
機
に
廃
業
す
る

中
小
店
舗
が
出
始
め
て
い
る
よ

う
だ
。
新
税
率
へ
の
対
応
は
も

は
や
待
っ
た
な
し
だ
が
、
中
小

企
業
の
割
合
の
多
い
地
域
社
会

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

に
乏
し
い
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ

ー
」
と
評
す
る
な
ど
、
批
判
の

声
も
あ
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
今
回
の
国
連
気

候
行
動
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
65
の

国
家
や
地
方
政
府
な
ど
が
50
年

ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と
宣
言
し
、

１
３
０
の
銀
行
が
自
ら
の
事
業

を
パ
リ
協
定
の
目
標
に
合
わ
せ

る
と
確
約
し
て
い
る
。
気
候
変

動
対
策
へ
の
世
界
的
な
合
意
形

成
は
着
実
に
前
進
し
て
い
る
よ

う
だ
。

ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん
は
昨
年
、

国
会
議
事
堂
前
で
の
座
り
込
み

活
動
が
一
段
落
し
た
後
、
毎
週

金
曜
日
に
ス
ト
を
行
う
『
フ
ラ

イ
デ
イ
ズ
・
フ
ォ
ー
・
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
』
と
称
す
る
活
動
へ
の

参
加
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
呼

び
か
け
た
。
10
代
の
若
者
を
中

心
に
賛
同
す
る
動
き
が
、
欧
米

か
ら
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
へ
拡

大
し
、
今
年
２
月
に
は
日
本
で

も
若
者
ら
の
団
体
が
街
頭
で
行

進
し
て
い
る
。

な
お
、
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん

は
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
逃
し
た

も
の
の
、
環
境
保
護
や
人
権
問

題
な
ど
の
分
野
で
貢
献
し
た
人

物
を
表
彰
す
る
『
ラ
イ
ト
・
ラ

イ
ブ
リ
フ
ッ
ド
賞
』
を
受
賞
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

消費増税影響に配慮
中小企業を支援も

10月１日より消費税率が10％に引き上げられた。消費者の購買意欲の減退が懸念されるなか、
政府は軽減税率などに加え、中小企業向けの支援策を打ち出している。

キャッシュレスでの支払いであれば、事実上の減税となる

国連気候行動サミットで話すトゥーンベリさん

16歳の環境活動家
国連で演説

16歳の環境活動家、トゥーンベリさんが９月、国連サミットで
気候変動対策を強く訴える演説を行った。賛同の声が多いなか、批判的な意見もあった。

写真：ロイター/アフロ

67 2019  Autumn2019  Autumn



農
業
の
衰
退
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。

こ
の
20
年
で
販
売
農
家
は
半
減
し
、

い
ま
な
お
奮
闘
す
る
農
業
者
も
、

７
割
近
く
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
る
。

こ
の
先
10
年
で
農
家
の
数
が

さ
ら
に
半
数
を
割
り
込
め
ば
、

取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
る
。

こ
の
危
機
的
状
況
の
下
、

政
府
は
、「
攻
め
の
農
業
」を
旗
印
に
、

農
業
経
営
の
大
規
模
化・企
業
化
を
推
進
す
る
。

し
か
し
企
業
な
ど
に
よ
る

組
織
経
営
は
全
体
の
３
％
未
満
だ
。

日
本
の
農
業
は
小
規
模
な

家
族
経
営
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

な
ら
ば
、小
さ
な
農
業
の
存
続
、

そ
れ
こ
そ
が
農
業
再
生
の
本
質
で
は
な
か
ろ
う
か
。

農
村
の
維
持
、ひ
い
て
は

地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
を
追
求
す
る
う
え
で
も
、

多
様
性
に
富
む
小
さ
な
農
業
を
守
る

道
筋
を
描
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、そ
れ
は
杞
憂
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ま
地
域
で
は
、強
い〝
個
〞の
才
能
が

次
々
と
芽
吹
い
て
い
る
。

独
創
と
革
新
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
、

確
か
に
生
ま
れ
て
い
る
の
だ
。

独創と革新の
ダイナミズム！

甦る地域農業
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「

農
業
者
の
所
得
向
上
を

図
る
に
は
、
農
業
者

が
自
由
に
経
営
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

農
業
者
の
努
力
で
は
解
決
で
き

な
い
構
造
的
な
問
題
ま
で
解
決

す
る
必
要
が
あ
る
」
。

こ
れ
は
２
０
１
６
年
に
政
府

が
策
定
し
た
『
農
業
競
争
力
強

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
の
冒
頭
の
く

だ
り
だ
。
そ
し
て
強
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
は
13
項
目
の
取
り
組
み

が
示
さ
れ
、
そ
れ
に
沿
っ
て
翌

17
年
か
ら
18
年
に
か
け
て
一
連

の
農
業
関
連
８
法
が
可
決
成
立
、

政
府
は
着
々
と
農
業
改
革
を
進

め
て
い
る
。

確
か
に
、
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
項
目
に
あ
る
「
生
産
資
材
価

格
の
引
下
げ
」
や
「
農
産
物
流

通
・
加
工
の
構
造
改
革
」
な
ど

は
、
農
産
物
の
生
産
コ
ス
ト
の

低
減
を
促
し
、
販
路
拡
大
を
後

押
し
す
る
施
策
だ
。
政
府
の
狙

い
通
り
、
農
業
者
の
所
得
が
向

上
し
、
ひ
い
て
は
日
本
の
農
業

の
競
争
力
が
強
化
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
る
。

一
方
、
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

は
、
安
倍
政
権
が
進
め
て
き
た

農
業
関
連
団
体
の
規
制
見
直
し

の
側
面
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

規
制
改
革
推
進
会
議
が
「
農
協

改
革
に
関
す
る
意
見
」
や
「
牛

乳
・
乳
製
品
の
生
産
・
流
通
等

の
改
革
に
関
す
る
意
見
」
を
発

表
し
た
と
こ
ろ
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
か
ら
反
発
が
あ
っ
た
た
め
、

改
革
方
針
が
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
盛
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
農
業
関
連
８
法

の
ひ
と
つ
、
17
年
に
成
立
し
た

『
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
』

で
は
、
生
産
資
材
や
食
品
加
工
、

農
産
物
流
通
な
ど
の
事
業
領
域

に
お
い
て
、
税
制
優
遇
や
金
融

支
援
に
よ
る
事
業
再
編
や
新
規

参
入
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
う

え
で
農
業
者
に
は
有
利
な
条
件

を
提
示
す
る
農
業
生
産
関
連
事

業
者
と
取
引
し
て
農
業
経
営
の

改
善
に
取
り
組
む
よ
う
促
し
て

お
り
、
Ｊ
Ａ
全
農
（
全
国
農
業

協
同
組
合
連
合
会
）
の
権
限
縮

小
を
進
め
る
意
図
が
伺
え
る
。

む
ろ
ん
、
Ｊ
Ａ
を
通
す
こ
と

で
生
産
資
材
が
割
高
に
な
り
、

共
同
販
売
価
格
が
安
く
抑
え
ら

れ
る
と
い
う
農
業
者
の
不
満
が

あ
る
の
も
事
実
だ
。
と
は
い
え
、

寡
占
市
場
で
農
家
が
支
配
的
な

企
業
と
取
引
を
結
ん
だ
た
め
に
、

農
産
物
を
買
い
た
た
か
れ
た
り
、

生
産
資
材
の
価
格
を
引
き
上
げ

ら
れ
た
り
し
た
例
は
過
去
に
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
Ｊ
Ａ
の
機
能
は

必
要
で
、
農
協
改
革
に
は
慎
重

を
期
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

そ
の
策
定
過
程
に
お
い
て
、
15

年
時
の
「
農
林
水
産
分
野
に
お

け
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）
対
策
」

が
基
軸
に
な
っ
て
い
る
。
農
産

物
の
輸
出
を
想
定
し
た
国
際
水

準
の
競
争
力
を
高
め
る
狙
い
が

あ
っ
て
、
農
業
の
大
規
模
化
、

企
業
化
を
支
援
す
る
傾
向
が
強

い
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
全
国
で
１
３
１

・
８
万
あ
る
農
業
経
営
体
の
う

ち
企
業
化
し
た
組
織
経
営
体
は

3.4
万
だ
。
全
体
の
わ
ず
か
2.5
％

し
か
な
い
。
農
地
保
全
や
農
村

維
持
と
い
う
観
点
に
立
て
ば
、

企
業
化
し
た
経
営
体
へ
の
偏
っ

た
政
策
で
は
片
手
落
ち
に
な
り

か
ね
な
い
。

そ
も
そ
も
、
日
本
の
農
政
は
、

農
業
基
本
法
に
代
わ
る
『
食
料

・
農
業
・
農
村
基
本
法
』
を
制

定
し
た
１
９
９
９
年
辺
り
か
ら

農
業
の
競
争
力
強
化
を
目
指
す

よ
う
に
な
る
。
そ
れ
で
も
、
産

業
政
策
と
地
域
政
策
の
両
輪
で

進
め
、
農
業
・
農
村
の
所
得
倍

増
や
農
山
漁
村
の
継
承
、
食
料

自
給
率
の
維
持
な
ど
も
課
題
と

し
て
取
り
上
げ
て
き
た
。
い
ま

の
よ
う
に
産
業
政
策
の
比
重
が

大
き
く
な
っ
た
の
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
を
前
提
に
農
業
の
競
争
力

を
国
際
水
準
に
高
め
よ
う
と
い

う
意
向
が
働
い
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。し

か
し
、
真
に
強
い
農
業
と

は
何
か
。
仮
に
も
そ
れ
が
価
格

競
争
上
の
優
位
性
で
あ
る
な
ら

ば
、
土
地
の
条
件
に
制
約
の
あ

る
日
本
は
不
利
で
あ
る
。
な
ら

ば
、
目
指
す
べ
き
は
農
業
の
持

続
可
能
性
で
あ
ろ
う
。
安
全
で

お
い
し
い
農
産
物
を
つ
く
る
生

産
者
と
、
そ
の
価
値
を
理
解
し

て
購
入
す
る
消
費
者
に
よ
る
確

た
る
食
文
化
を
国
内
に
根
づ
か

せ
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

多
様
性
の
あ
る
小
さ
な
農
業

に
も
目
を
向
け
た
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
政
策
が
求
め
ら
れ
る
。

政府は農業者の所得向上を図り、民間の活力で農業の競争力強化を狙う。
果たして持続可能な農業は実現するのか。

問われる農業競争力強化
［農業競争力強化プログラム 13項目の取り組み］

1
生産資材価格の引下げ（肥料、農薬、機械、飼料など）
⑴ 生産資材価格の引下げ
⑵ 全農改革（生産資材の買い方の見直し）

2
流通・加工の構造改革（卸売市場関係業者、米卸売業者、量販店など）
⑴ 生産者に有利な流通・加工構造の確立）
⑵ 全農改革（農産物の売り方の見直し）

3 人材力の強化

4 戦略的輸出体制の整備

5 原料原産地表示の導入

6 チェックオフ（生産者から拠出金を徴収、販売促進等に活用）の導入

7 収入保険制度の導入

8 土地改良制度の見直し

9 農村の就業構造の改善

10 飼料用米の推進

11 肉用牛・酪農の生産基盤強化

12 配合飼料価格安定制度の安定運営

13 生乳の改革

出所：農林水産省資料をもとにCoalanet作成

独創と革新のダイナミズム！

甦る地域農業

［農業競争力強化プログラムに関連する８つの法整備］

生産資材価格の引下げ

流通・加工構造の改革

▶農業競争力強化支援法
▶農業機械化促進法を廃止する等の法律
▶主要農作物種子法を廃止する法律

出所：農林水産省資料をもとにCoalanet作成

土地改良制度の見直し

農村の就業構造の改善
▶土地改良法等の一部を改正する法律
▶農村地域工業等導入促進法の一部を改正する法律

戦略的輸出体制の整備 ▶農林物資の規格化等に関する法律及び独立行政法人農林
　水産消費安全技術センター法の一部を改正する法律

生乳の生産・流通改革 ▶畜産経営の安定に関する法律及び独立行政法人農畜産業
　振興機構法の一部を改正する法律

収入保険制度の導入 ▶農業災害補償法の一部を改正する法律
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減少の一途を辿る販売農家※1  （単位：万戸）

出所：農林業センサス
※1 経営耕地面積が30a以上または農産物販売金額が年50万円以上の農家
※2 経営耕地面積が30a以上または農産物販売額が年50万円以上相当の農業を営む者。農作物の作付面積（露地野菜15a以上）または栽培面積（施設野菜350㎡以上、果樹10a以

上、露地花き10a以上、施設花き250㎡以上）、家畜の飼養頭羽数（搾乳牛1頭以上、肥育牛1頭以上、豚15頭以上、採卵鶏150羽以上）または出荷羽数（ブロイラー年1000羽以上）
が一定以上の農業を営む者および農作業を委託する者

1,000,000

1,250,000

1,500,000

1,750,000

2,000,000

2018年
▲

2017年
▲

2016年
▲

2015年
▲

2014年
▲

2013年
▲

2012年
▲

2011年
▲

出所：農林業センサス
※1 経営耕地面積が30a以上または農産物販売金額が年50万円以上の農家
※2 経営耕地面積が30a以上または農産物販売額が年50万円以上相当の農業を営む者。農作物の作付面積（露地野菜15a以上）または栽培面積（施設野菜350㎡以上、果樹10a以

上、露地花き10a以上、施設花き250㎡以上）、家畜の飼養頭羽数（搾乳牛1頭以上、肥育牛1頭以上、豚15頭以上、採卵鶏150羽以上）または出荷羽数（ブロイラー年1000羽以上）
が一定以上の農業を営む者および農作業を委託する者

減り続ける農業経営体※2 （単位：万）

農業経営体の法人化進むも
いまだ全体の3％未満� （単位：万）

2011年 2016年

全体 161.7 131.8

家族経営体 ※1 158.6 128.4

組織経営体 ※2 3.1（1.9％） 3.4（2.5%）

出所：農林業センサス
※1農業経営体のうち個人経営体（農家）および一戸一法人
※2農業経営体のうち家族経営体以外の農事組合法人や株式会社など

減り続け、高齢化進む
基幹的農業従事者※� （単位:万人）

1997年 2007年 2017年

全体 245.5 202.4 150.7 

うち65歳以上 104.5（42％） 117.8（58％） 100.0（66％）

出所：農業センサス
※農業就業人口のうち普段仕事として主に自営農業に従事している者
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用
に
出
品
さ
れ
た
各
地
域
の
最

上
位
の
米
の
評
価
に
よ
る
も
の

で
、
同
じ
地
域
で
獲
れ
た
市
販

の
米
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
が

特
Ａ
を
獲
得
し
て
い
て
も
、
購

入
し
た
袋
内
の
魚
沼
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
が
特
Ａ
と
は
限
ら
な
い
の

で
あ
る
。

と
は
い
え
、
米
の
味
と
地
域

性
が
深
く
関
係
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
辺
り
の
疑
問

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
辻
氏

は
、
米
食
味
鑑
定
士
の
資
格
を

取
得
し
、
市
販
の
米
を
多
数
試

食
し
て
き
た
わ
け
だ
。

そ
し
て
辻
氏
は
確
信
す
る
。

「
地
域
性
と
米
の
味
の
関
係
は

薄
い
」
。
な
ら
ば
、
格
付
け
を

信
じ
て
特
Ａ
の
米
を
購
入
す
る

消
費
者
に
対
し
、
不
誠
実
で
は

な
い
か
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら

辻
氏
は
自
身
で
つ
く
る
米
の
味

を
追
求
す
る
よ
う
に
な
り
、
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
独
創
的

な
農
法
を
確
立
し
て
い
っ
た
。

た
と
え
ば
、
稲
を
植
え
る
際
、

通
常
は
所
狭
し
と
均
等
に
苗
を

植
え
る
が
、
辻
氏
は
独
自
の
間

引
き
理
論
の
も
と
全
く
苗
を
植

え
な
い
筋
を
田
の
な
か
に
無
数

に
設
け
る
。
こ
の
た
め
植
え
て

い
る
稲
の
量
は
通
常
の
８
割
に

減
り
、
収
穫
量
は
落
ち
そ
う
な

も
の
だ
が
、
風
通
し
や
日
当
た

り
が
よ
く
な
り
、
稲
が
よ
く
育

つ
の
だ
。
結
果
、
米
の
旨
味
が

増
す
う
え
、
１
本
の
稲
か
ら
獲

れ
る
米
の
数
も
増
え
、
収
穫
量

は
1.2
倍
に
増
加
す
る
と
い
う
。

さ
ら
に
、
麦
踏
み
の
よ
う
に

苗
を
重
た
い
ロ
ー
ラ
ー
で
踏
み

つ
け
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
軸
の

強
い
苗
が
育
ち
、
タ
ニ
シ
の
食

害
に
遭
わ
な
く
な
る
ほ
か
、
台

風
で
稲
が
倒
れ
る
影
響
も
軽
減

で
き
る
ら
し
い
。

そ
の
他
、
辻
氏
は
、
田
ん
ぼ

に
多
数
の
溝
を
掘
っ
て
理
想
的

な
水
の
流
れ
を
作
り
出
し
、
ム

ラ
な
く
均
一
に
冷
や
し
た
り
、

田
植
え
時
期
や
乾
燥
の
温
度
を

何
度
も
試
し
て
最
適
化
を
図
っ

た
り
、
仮
説
と
検
証
を
重
ね
た
。

や
が
て
努
力
は
実
を
結
び
、

辻
氏
は
高
い
評
価
を
得
る
。
食

の
プ
ロ
が
全
国
１
５
０
種
類
以

上
の
米
の
な
か
か
ら
味
の
優
れ

た
米
を
選
ぶ
『
お
米
番
付
』
で

２
０
１
６
年
か
ら
２
年
連
続
入

選
米
８
種
に
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、

計
測
器
を
用
い
た
科
学
的
な
審

査
に
よ
る
コ
ン
テ
ス
ト
、
『
米

・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

国
際
大
会
』
で
も
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

の
最
高
食
味
値
を
得
て
い
る
。

い
ま
、
辻
氏
の
も
と
に
は
農

家
や
販
売
業
者
な
ど
が
多
く
訪

れ
、
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
辻
氏
は
、
「
稲
作
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
の
は

非
常
に
あ
り
が
た
い
。
稲
作
に

魅
力
を
感
じ
て
参
入
す
る
若
者

が
少
し
で
も
増
え
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
」
と
熱
く
語
っ
た
。

「
独
り
じ
ゃ

活
き
ら
れ
へ
ん
」

国
は
農
業
の
効
率
化
、
省
力

化
を
促
す
が
、
労
力
の
か
か
る

伝
統
農
法
に
も
価
値
が
あ
る
は

ず
だ
。
そ
れ
を
証
明
す
る
か
の

よ
う
に
、
全
国
で
唯
一
、
江
戸

時
代
か
ら
３
０
０
年
以
上
続
く

農
法
で
独う

活ど

を
生
産
す
る
農
家

が
い
る
。
大
阪
府
茨
木
市
千
提

寺
に
住
む
就
農
４
年
目
の
中
井

大
介
・
優
紀
夫
妻
だ
。

独
活
と
い
っ
て
も
、
中
井
夫

妻
が
つ
く
る
独
活
は
山
菜
の
独

活
で
は
な
い
。
軟
白
独
活
の
一

種
で
、
栽
培
に
手
間
の
か
か
る

『
三
島
独
活
』
だ
。
画
一
化
・

均
一
化
が
進
む
食
品
流
通
の
波

に
の
ま
れ
、
い
ま
や
中
井
夫
妻

を
除
い
て
三
島
独
活
農
家
は
い

な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

中
井
夫
妻
は
汗
を
流
す
。

き
っ
か
け
は
13
年
の
Ｕ
タ
ー

ン
移
住
だ
っ
た
。
大
介
氏
の
父

が
亡
く
な
り
、
中
井
夫
妻
は
大

介
氏
の
実
家
の
あ
る
千
提
寺
に

移
り
住
む
。
当
初
は
夫
妻
と
も

に
企
業
勤
め
を
し
て
い
た
が
、

大
介
氏
の
実
家
が
兼
業
農
家
で

休
日
に
農
業
を
営
む
よ
う
に
な

る
と
、
心
境
に
変
化
が
現
れ
た
。

優
紀
氏
は
当
時
を
こ
う
語
る
。

「
週
末
に
農
業
を
始
め
た
頃
、

近
隣
の
山
が
切
り
崩
さ
れ
、
高

速
道
路
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
で
、

生
態
系
が
変
わ
り
、
農
作
物
に

影
響
が
出
た
。
改
め
て
人
間
の

活
動
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
に

つ
い
て
考
え
、
地
域
を
守
り
、

地
域
と
と
も
に
生
き
て
い
き
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
。

そ
の
矢
先
だ
っ
た
。
中
井
夫

妻
は
、
懇
意
に
し
て
い
た
三
島

独
活
農
家
の
後
藤
一
雄
氏
が
80

歳
を
迎
え
、
高
齢
を
理
由
に
身

を
引
く
と
い
う
話
を
聞
く
。
後

藤
氏
は
三
島
独
活
の
伝
統
農
法

を
受
け
継
ぐ
日
本
最
後
の
農
家

だ
っ
た
。
後
藤
氏
の
引
退
は
３

０
０
年
以
上
続
い
た
文
化
の
衰

退
を
意
味
す
る
。

そ
の
と
き
夫
妻
の
心
に
は
、

喪
失
感
で
は
な
く
、
強
い
使
命

感
の
よ
う
な
も
の
が
宿
っ
た
の

だ
ろ
う
。
二
人
は
決
意
す
る
。

「
引
き
継
ご
う
」
。
14
年
11
月

の
下
旬
、
外
気
は
肌
寒
か
っ
た

が
心
は
ど
こ
ま
で
も
熱
か
っ
た
。

だ
が
そ
こ
か
ら
苦
労
が
続
く
。

年
が
明
け
た
15
年
１
月
、
大
介

氏
は
脱
サ
ラ
し
て
後
藤
氏
に
弟

子
入
り
し
た
が
、
伝
統
農
法
を

習
得
す
る
の
に
２
年
か
か
っ
た
。

三
島
独
活
の
栽
培
は
、
４
月

に
株
を
植
え
、
12
月
ま
で
露
地

栽
培
で
根
株
を
育
て
る
。
そ
の

後
１
ヵ
月
半
、
室
内
で
軟
白
化

す
る
の
だ
が
、
そ
の
軟
白
化
に

特
別
な
技
能
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
ず
、
霜
が
降
り
て
独
活
が

休
眠
に
入
る
頃
、
独
活
の
株
を

畑
か
ら
掘
り
起
こ
し
、
専
用
の

小
屋
へ
移
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

る
。
株
の
上
に
藁
と
干
し
草
を

７
層
重
ね
、
石
を
載
せ
て
水
を

か
け
る
と
、
藁
と
干
し
草
が
発

酵
し
て
熱
を
帯
び
る
。
そ
の
熱

で
独
活
に
春
を
錯
覚
さ
せ
、
株

の
成
長
を
促
す
の
だ
。
独
活
が

株
か
ら
芽
を
出
し
、
藁
や
干
し

草
を
押
し
上
げ
て
育
ち
、
60
〜

70
㎝
に
な
る
と
収
穫
で
あ
る
。

こ
の
軟
白
化
で
難
し
い
の
が

温
度
管
理
。
約
50
日
間
、
常
に

20
℃
前
後
に
維
持
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
そ
れ
を
藁
や
干
し
草

の
隙
間
の
開
閉
で
行
う
。
25
℃

ま
で
上
が
る
と
株
の
腐
敗
が
進

み
、
温
度
が
低
い
と
独
活
が
育

た
な
い
の
だ
。

こ
う
し
て
育
っ
た
三
島
独
活

は
、
太
さ
も
違
え
ば
、
重
量
も

異
な
り
、
個
性
は
豊
か
。
だ
が
、

規
格
や
重
量
で
値
決
め
さ
れ
る

食
品
流
通
に
は
向
か
な
い
。
し

か
も
独
活
の
末
端
価
格
を
１
㎏

あ
た
り
６
０
０
０
円
と
し
て
も
、

農
家
に
は
同
１
５
０
０
円
し
か

入
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
農
家
の

生
活
は
到
底
成
り
立
た
な
い
。

そ
こ
で
中
井
夫
妻
は
直
販
を

始
め
た
。
い
ま
で
は
大
阪
や
京

徹
底
し
た
顧
客
目
線

「
ど
う
す
れ
ば
、
お
い
し
い

お
米
が
食
べ
ら
れ
る
の
か
」
。

そ
う
語
る
の
は
京
都
府
八
幡

市
で
米
を
生
産
す
る
専
業
農
家
、

京
都
辻
農
園
の
辻
典
彦
氏
。
柔

ら
か
な
口
調
な
が
ら
、
味
へ
の

探
求
心
が
希
薄
に
な
っ
た
米
農

家
へ
の
憂
い
を
滲
ま
せ
た
。

辻
氏
の
米
へ
の
思
い
入
れ
は

並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
所

有
す
る
50
反
（
約
５
万
㎡
）
の

農
地
で
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
生
産
し

つ
つ
、
米
の
味
や
特
徴
を
伝
え

る
〝
米
の
ソ
ム
リ
エ
〞
、
米
食

味
鑑
定
士
の
資
格
を
取
得
。
産

地
や
品
種
の
異
な
る
米
を
年
１

０
０
種
類
以
上
取
り
寄
せ
、
７

つ
の
炊
飯
器
で
炊
き
分
け
て
味

利
き
す
る
と
い
う
徹
底
ぶ
り
だ
。

き
っ
か
け
は
、
米
の
格
付
け

に
対
す
る
疑
念
だ
っ
た
。
米
の

格
付
け
で
は
、
基
準
米
と
全
国

各
地
か
ら
出
品
さ
れ
る
米
を
、

香
り
や
味
、
粘
り
、
硬
さ
な
ど

で
比
較
し
、
各
地
の
米
を
特
Ａ

か
ら
順
に
Ａ
、
Ａ’
、
Ｂ
、
Ｂ’
と

５
段
階
で
評
価
す
る
。
日
本
穀

物
検
定
協
会
が
１
９
７
１
年
か

ら
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
米
の

価
値
を
図
る
指
標
と
し
て
消
費

者
の
間
で
も
浸
透
し
て
い
る
。

だ
が
、
比
較
に
用
い
ら
れ
る

基
準
米
は
、
全
国
の
コ
シ
ヒ
カ

リ
30
〜
32
献
体
を
無
作
為
抽
出

し
た
ブ
レ
ン
ド
米
だ
。
片
や
出

品
さ
れ
る
米
は
各
地
で
検
査
等

級
１
等
と
さ
れ
る
最
上
位
の
米

で
あ
る
。
出
品
さ
れ
る
米
が
基

準
米
よ
り
高
評
価
な
の
は
当
然

で
あ
っ
て
、
事
実
基
準
米
よ
り

劣
る
Ｂ
や
Ｂ’
が
つ
け
ら
れ
た
米

は
過
去
に
な
い
。
辻
氏
に
よ
れ

ば
、
「
基
準
米
と
同
等
と
評
価

さ
れ
た
Ａ’
の
米
も
論
外
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
」
。

さ
ら
に
、
格
付
け
は
、
試
験

日本の農業が抱える問題は根深いが、希望がないわけではない。
才能豊かな若い農家たちが、創意を凝らし、果敢に挑戦している。

地域農家の創意と挑戦

京都辻農園の辻典彦氏

米
の
味
を
追
求
す
る

独活の前で中井大介・優紀夫妻と子供たち

独う

活ど

栽
培
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ

独創と革新のダイナミズム！

甦る地域農業
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都
の
『
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
』

上
位
店
と
の
取
引
が
拡
が
る
一

方
、
消
費
者
の
間
で
も
好
評
で
、

夫
妻
は
『
三
島
独
活
株
主
の

会
』
を
開
く
。
こ
れ
は
三
島
独

活
の
株
を
顧
客
に
一
株
所
有
し

て
も
ら
い
、
顧
客
と
一
緒
に
栽

培
し
て
収
穫
す
る
農
業
体
験
も

兼
ね
た
販
売
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
井
夫
妻
は

生
産
か
ら
販
売
ま
で
手
掛
け
、

衰
退
し
か
か
っ
て
い
た
三
島
独

活
の
生
産
を
軌
道
に
乗
せ
た
が
、

優
紀
氏
は
こ
う
方
針
を
述
べ
る
。

「
生
産
量
は
年
１
ｔ
以
上
増

や
さ
な
い
。
独
活
の
生
産
を
通

し
て
お
客
様
と
繋
が
る
こ
と
が

大
事
で
、
む
し
ろ
そ
の
意
味
を

広
く
伝
え
た
い
。
つ
ま
り
、
三

島
独
活
の
生
産
は
多
く
の
方
々

の
応
援
な
く
し
て
続
か
な
い
。

独
活
は
独
り
で
活
き
る
と
書
く

が〝
独
り
じ
ゃ
活
き
ら
れ
へ
ん
〞。

支
援
が
あ
っ
て
初
め
て
そ
の
価

値
が
活
き
る
の
だ
。
だ
か
ら
、

三
島
独
活
は
相
互
扶
助
の
象
徴

で
あ
り
、
そ
ん
な
独
活
を
世
に

届
け
て
い
き
た
い
」
。

そ
ろ
そ
ろ
三
島
独
活
の
生
産

が
佳
境
に
入
る
頃
。
来
年
は
ど

の
よ
う
な〝
相
互
扶
助
の
独
活
〞

が
育
つ
の
か
。

助
け
合
っ
て
自
立
す
る

兵
庫
県
の
淡
路
島
に
は
、
複

数
の
小
規
模
な
専
業
農
家
が
相

互
扶
助
の
精
神
で
立
ち
上
げ
た

組
織
が
あ
る
。
15
年
４
月
、
４

人
の
新
規
就
農
者
が
共
同
で
出

資
し
て
設
立
し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ

グ
ル
ー
プ
淡
路
島
だ
。

同
社
は
、
創
業
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
４
人
の
就
農
者
が
各
々
生

産
に
集
中
で
き
る
よ
う
販
売
機

能
を
担
う
組
織
で
、
受
注
や
出

荷
作
業
か
ら
管
理
ま
で
個
々
の

農
家
の
生
産
以
外
の
業
務
全
般

を
代
行
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
グ
ル
ー
プ

淡
路
島
は
、
神
戸
や
大
阪
な
ど

の
飲
食
店
や
小
売
店
へ
販
路
を

拡
大
、
５
期
目
と
な
る
20
年
３

月
期
の
売
上
高
は
１
億
円
を
超

え
る
見
込
み
だ
。

こ
の
仕
組
み
を
考
案
し
た
の

が
同
社
の
森
靖
一
社
長
。
脱
サ

ラ
し
て
13
年
よ
り
新
規
就
農
者

と
し
て
森
農
園
を
運
営
し
つ
つ
、

同
じ
境
遇
の
仲
間
を
集
め
て
構

想
を
具
現
化
し
た
。
そ
の
実
行

力
は
他
に
類
を
見
な
い
も
の
が

あ
る
が
、
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

森
社
長
は
都
内
で
金
融
関
連
企

業
に
勤
め
た
後
、
大
手
企
業
の

事
業
開
発
部
門
で
農
業
開
発
に

携
わ
っ
た
経
歴
を
持
ち
、
新
規

就
農
に
際
し
て
は
綿
密
な
事
業

戦
略
を
立
て
て
い
た
の
だ
。
そ

れ
だ
け
に
生
産
拠
点
の
選
定
に

も
余
念
が
な
く
、
森
社
長
は
こ

う
語
る
。

「
小
規
模
な
農
家
が
農
業
だ

け
で
生
計
を
立
て
る
に
は
、
販

売
ま
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
物
流
面
や
生
産
面
を

考
慮
し
て
都
市
部
か
ら
１
時
間

圏
内
で
年
中
野
菜
を
栽
培
で
き

る
生
産
拠
点
を
探
し
た
。
そ
の

際
、
千
葉
、
静
岡
、
愛
知
な
ど

も
検
討
し
た
が
、
最
終
的
に
関

西
出
身
が
決
め
手
と
な
っ
て
淡

路
を
選
ん
だ
。
知
識
や
経
験
が

豊
富
な
代
々
の
農
家
に
対
し
、

新
規
就
農
者
の
唯
一
の
強
み
は

場
所
を
自
由
に
選
べ
る
こ
と
。

こ
れ
を
活
か
さ
な
い
手
は
な

い
」
。

さ
ら
に
森
社
長
は
、
付
加
価

値
が
高
く
、
生
産
サ
イ
ク
ル
の

早
い
ハ
ー
ブ
な
ど
の
葉
物
の
生

産
を
計
画
し
、
島
内
で
も
施
設

栽
培
が
盛
ん
な
尾
崎
地
区
に
拠

点
を
構
え
る
。
「
尾
崎
地
区
は

ト
マ
ト
の
産
地
で
施
設
が
多
く

あ
っ
た
が
、
高
齢
の
た
め
農
業

か
ら
退
く
農
家
も
多
く
、
地
域

か
ら
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
な

ど
の
縁
も
あ
っ
た
」
（
森
社

長
）
。

そ
し
て
森
社
長
は
農
業
ハ
ウ

ス
４
棟（
計
１
１
０
０
㎡
）と
田

６
反（
計
約
６
０
０
０
㎡
）を
借

り
て
就
農
を
開
始
。
現
在
は
ス

テ
ィ
ッ
ク
ニ
ン
ジ
ン
や
リ
ー
フ

レ
タ
ス
や
ル
ッ
コ
ラ
、
バ
ジ
ル

な
ど
約
30
種
類
に
及
ぶ
野
菜
を

グ
ル
ー
プ
で
生
産
し
て
い
る
。

こ
の
複
数
の
農
家
に
よ
る
法

人
化
の
利
点
に
つ
い
て
、
森
社

長
は
、
「
様
々
な
業
務
を
一
元

化
で
き
た
こ
と
に
加
え
、
企
業

と
の
取
引
数
が
増
え
た
。
個
人

事
業
主
で
は
、
信
用
上
認
め
て

も
ら
え
な
い
部
分
が
あ
っ
て
、

苦
い
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
そ
れ
が
解
消
さ
れ
た
こ

と
は
大
き
い
」
と
い
う
。

し
か
し
、
収
益
性
を
高
め
る

に
も
、
農
業
で
は
限
界
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
生
産
量
を
増

や
す
に
は
、
農
地
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
地
主
と
の
交

渉
や
土
壌
の
整
備
な
ど
時
間
が

か
か
る
。
し
か
も
、
異
常
気
象

の
多
い
昨
今
の
状
況
を
鑑
み
る

に
、
生
産
規
模
を
拡
大
す
れ
ば
、

自
然
災
害
の
リ
ス
ク
が
増
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
森
社
長

も
、
「
人
や
地
域
性
、
品
目
ご

と
に
各
々
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

の
上
限
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

当
社
の
中
品
種
中
量
生
産
モ
デ

ル
は
１
億
円
辺
り
で
頭
打
ち
に

な
る
だ
ろ
う
」
と
す
る
が
、
そ

も
そ
も
森
社
長
の
目
的
は
一
農

業
法
人
の
成
長
性
の
追
求
で
は

な
い
ら
し
い
。
こ
う
見
解
を
語

っ
た
。

「
小
規
模
な
専
業
農
家
に
は
、

兼
業
農
家
を
守
る
Ｊ
Ａ
（
農
業

協
同
組
合
）
の
よ
う
な
後
ろ
盾

と
な
る
組
織
が
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
、
若
手
の
専
業
農
家
が
共

同
で
法
人
を
つ
く
り
、
相
互
に

支
え
合
う
必
要
が
あ
る
。
そ
し

て
そ
う
し
た
法
人
が
各
地
に
複

数
現
れ
、
連
携
し
て
よ
り
大
き

な
共
同
体
を
つ
く
れ
ば
、
い
つ

か
必
ず
専
業
農
家
の
声
が
届
く

日
が
来
る
は
ず
だ
」
。

小
さ
な
専
業
農
家
が
共
に
生

き
、
そ
し
て
自
立
の
道
を
拓
く

こ
と
。
そ
れ
が
森
社
長
の
真
意

な
の
だ
ろ
う
。

新
規
就
農
者
を

支
え
抜
く

一
方
、
新
規
就
農
者
が
栽
培

し
た
有
機
野
菜
を
専
門
に
扱
う

青
果
物
商
社
が
京
都
に
あ
る
。

09
年
７
月
に
創
業
し
た
坂
ノ
途

中
だ
。
成
長
途
上
の
就
農
者
に

寄
り
添
う
と
の
方
針
の
も
と
、

一
貫
し
て
新
規
就
農
者
が
生
産

し
た
野
菜
を
扱
っ
て
き
た
。
い

ま
や
仕
入
れ
先
は
全
国
へ
と
拡

が
り
、
そ
の
数
は
２
５
０
を
超

え
る
が
、
そ
の
う
ち
９
割
が
新

規
就
農
者
な
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
を
、
創
業
者
の
小

野
邦
彦
社
長
は
こ
う
語
っ
た
。

「
そ
も
そ
も
、
有
機
農
地
が

全
農
地
の
0.5
％
し
か
な
い
現
実

を
踏
ま
え
、
環
境
に
負
荷
を
か

け
な
い
持
続
可
能
な
農
業
を
拡

げ
た
か
っ
た
。
状
況
を
見
る
と
、

都
会
に
は
農
業
を
始
め
た
い

方
々
が
多
く
い
て
、
ほ
と
ん
ど

が
有
機
農
法
を
志
向
す
る
。
一

方
で
農
地
は
空
い
て
お
り
、
借

り
ら
れ
る
。
な
ら
ば
双
方
を
繋

げ
ら
れ
な
い
か
と
考
え
た
」
。

つ
ま
り
、
新
規
就
農
者
が
有

機
農
業
に
取
り
組
め
る
環
境
を

築
い
て
持
続
可
能
な
農
業
の
実

現
を
目
指
す
と
い
う
壮
大
な
構

想
だ
が
、
容
易
に
は
い
か
な
い

は
ず
だ
。
新
規
就
農
者
そ
れ
ぞ

れ
の
生
産
量
は
少
な
く
不
安
定

と
い
う
問
題
を
抱
え
て
お
り
、

食
品
流
通
の
常
識
と
逆
行
し
て

し
ま
う
。
事
実
、
農
業
を
始
め

て
み
た
も
の
の
、
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
い
新
規
就
農
者
は
多
い
。

そ
れ
だ
け
に
、
同
社
も
当
初

は
苦
労
し
た
よ
う
だ
。
小
野
社

長
は
、
「
少
量
不
安
定
を
ど
う

克
服
す
る
か
を
考
え
、
珍
し
い

西
洋
野
菜
な
ど
を
洋
食
系
の
レ

ス
ト
ラ
ン
に
提
案
し
た
が
、
い

ま
い
ち
だ
っ
た
」
と
述
懐
す
る
。

し
か
し
そ
の
苦
い
経
験
か
ら
、

小
野
社
長
は
、
新
規
就
農
者
の

弱
み
で
は
な
く
、
強
み
に
着
目

し
、
そ
れ
を
売
り
に
し
た
の
だ
。

「
新
規
就
農
者
の
強
み
は
、

ま
ず
つ
く
っ
た
野
菜
が
お
い
し

い
こ
と
。
畑
仕
事
が
好
き
で
、

変
わ
り
者
扱
い
さ
れ
て
も
農
業

を
始
め
た
方
々
だ
か
ら
、
徹
底

し
て
品
質
を
追
求
す
る
。
も
う

一
つ
は
多
様
性
。
そ
の
道
何
十

年
の
農
家
に
品
種
を
変
え
る
よ

う
提
案
し
て
も
応
じ
て
く
れ
な

い
が
、
新
規
就
農
者
は
柔
軟
に

対
応
し
て
く
れ
る
」
（
小
野
社

長
）
。

そ
こ
で
同
社
は
、
品
質
に
こ

だ
わ
っ
て
様
々
な
野
菜
を
好
む

購
買
層
向
け
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
通
信
販
売
に
よ
る
定
期
宅

配
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
の
だ
。

そ
の
内
容
を
小
野
社
長
は
こ
う

説
明
す
る
。

「
定
期
宅
配
を
始
め
る
利
用

者
は
、
旬
の
野
菜
を
求
め
て
入

会
す
る
が
、
冬
場
に
毎
週
同
じ

大
根
が
届
く
と
、
さ
す
が
に
飽

き
て
退
会
し
て
し
ま
う
。
そ
こ

で
我
々
は
、
た
と
え
ば
１
週
目

が
青
首
大
根
な
ら
ば
、
２
週
目

は
京
都
の
聖
護
院
大
根
、
３
週

目
は
新
品
種
の
赤
い
大
根
で
、

４
週
目
に
は
加
賀
の
源
助
大
根

を
お
届
け
す
る
」
。

毎
週
様
々
な
野
菜
が
届
け
ば
、

顧
客
に
は
好
奇
心
が
芽
生
え
、

野
菜
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な

る
と
い
う
わ
け
だ
。
同
社
の
定

期
宅
配
は
今
年
で
９
年
目
に
な

る
が
、
年
率
1.3
〜
1.6
倍
ペ
ー
ス

で
顧
客
数
が
増
え
続
け
、
２
０

０
０
に
到
達
。
い
ま
で
は
売
上

高
、
利
益
と
も
に
主
力
事
業
に

ま
で
成
長
し
た
。

一
方
で
、
同
社
は
法
人
向
け

の
卸
販
売
も
着
々
と
伸
ば
し
、

大
手
小
売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
取
引
先
数
は
１
０
０
を
超
え

て
い
る
が
、
こ
れ
に
甘
ん
じ
る

こ
と
な
く
、
小
野
社
長
は
目
を

輝
か
せ
て
こ
う
も
言
う
。

「
我
々
の
商
品
は
、
農
薬
や

化
学
肥
料
を
使
わ
な
い
有
機
野

菜
だ
か
ら
、
曇
り
が
続
け
ば
味

は
薄
く
な
り
、
雨
が
続
け
ば
水

っ
ぽ
く
も
な
る
。
そ
れ
で
も
食

べ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
我
々

は
顧
客
の
元
に
野
菜
を
届
け
る
。

そ
れ
は
画
一
化
・
均
一
化
を
善

と
す
る
食
品
流
通
の
常
識
へ
の

挑
戦
で
あ
り
、
我
々
の
価
値
観

が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
は

時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、
視
点
を
変
え
れ
ば
、

そ
も
そ
も
農
産
物
は
生
き
物
だ
。

人
間
と
同
じ
く
多
様
な
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
を
許
容
す
る
社
会

に
な
ら
な
け
れ
ば
、
持
続
可
能

な
社
会
な
ど
到
来
し
な
い
」
。

同
社
の
挑
戦
は
ま
だ
ま
だ
続

く
。
坂
ノ
途
中
な
の
だ
。

フレッシュグループ淡路島の森靖一社長

専
業
農
家
の
共
同
体

坂ノ途中の小野邦彦社長

有
機
野
菜
の
専
門
商
社

独創と革新のダイナミズム！
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地
域
金
融
機
関
が
農
業

向
け
支
援
に
積
極
的

と
は
い
え
、
そ
も
そ

も
農
業
融
資
に
お
け
る
民
間
金

融
機
関
の
割
合
は
小
さ
い
。
農

林
中
央
金
庫
の
デ
ー
タ
に
よ
れ

ば
、
日
本
に
お
け
る
農
業
関
連

融
資
の
残
高
は
２
０
１
７
年
３

月
末
で
4.2
兆
円
だ
が
、
こ
の
う

ち
56
％
は
Ｊ
Ａ
（
農
業
協
同
組

合
）
や
農
林
中
金
な
ど
が
運
営

す
る
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
が
、
28
％
は

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
そ
れ
ぞ

れ
占
め
、
国
内
の
銀
行
な
ど
が

占
め
る
割
合
は
全
体
の
16
％
ほ

ど
し
か
な
い
。

た
だ
、
日
本
銀
行
の
統
計
に

よ
る
と
、
国
内
の
銀
行
に
よ
る

農
林
業
へ
の
貸
出
残
高
は
増
え

続
け
て
い
る
。
19
年
３
月
末
は

７
９
６
４
億
円
と
な
り
、
５
年

前
と
比
べ
30
％
以
上
増
加
し
た
。

同
様
に
、
国
内
の
信
用
金
庫
に

よ
る
農
林
業
向
け
貸
出
残
高
も

増
加
基
調
で
推
移
し
て
お
り
、

地
域
金
融
機
関
に
よ
る
農
業
支

援
へ
の
積
極
的
な
姿
勢
が
伺
え

る
。実

際
こ
う
し
た
動
き
は
以
前

か
ら
見
ら
れ
た
よ
う
で
、
農
林

中
金
総
合
研
究
所
食
農
リ
サ
ー

チ
部
の
長
谷
川
晃
生
部
長
代
理

は
、
「
地
方
銀
行
が
農
業
向
け

融
資
に
積
極
的
に
な
っ
た
の
は

05
年
か
ら
だ
」
と
し
、
こ
う
続

け
た
。

「
背
景
に
あ
る
の
は
、
ま
ず

地
銀
の
融
資
先
と
な
り
得
る
農

業
法
人
が
増
え
た
こ
と
。
09
年

か
ら
は
一
般
企
業
に
よ
る
借
地

で
の
農
業
が
可
能
に
な
り
、
新

規
参
入
が
急
増
し
、
地
銀
は
こ

れ
ま
で
希
薄
だ
っ
た
農
業
分
野

に
展
開
し
た
わ
け
だ
。
ま
た
、

農
家
が
販
路
拡
大
を
志
向
す
る

一
方
、
食
品
会
社
に
よ
る
地
元

農
産
物
の
調
達
ニ
ー
ズ
も
高
ま

り
、
豊
富
な
顧
客
網
を
持
つ
地

銀
は
農
家
と
食
品
関
連
会
社
を

つ
な
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
の
支
援
の
領
域
を
拡
げ

た
」
。

阿
波
銀
、

農
業
支
援
強
化

実
際
、
地
域
金
融
機
関
は
、

融
資
を
は
じ
め
、
販
路
拡
大
や

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、

農
業
向
け
に
様
々
な
支
援
を
行

っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
徳
島
県
の
地
銀
、

阿
波
銀
行
は
05
年
よ
り

農
業
向
け
融
資
を
始
め
、

現
在
は
農
業
近
代
化
資

金
な
ど
の
国
の
制
度
融

資
や
日
本
政
策
金
融
公

庫
と
の
協
調
融
資
と
と

も
に
、
農
業
者
の
運
転

資
金
用
途
を
想
定
し
た

カ
ー
ド
ロ
ー
ン
式
の
独

自
の
融
資
を
実
施
。
農
業
向
け

融
資
残
高
は
18
年
３
月
末
の
85

・
２
億
円
が
19
年
３
月
末
に
は

93
・
７
億
円
へ
、
日
本
政
策
金

融
公
庫
の
代
理
貸
残
高
も
18
年

３
月
末
の
46
億
円
が
19
年
３
月

末
に
は
58
・
６
億
円
へ
そ
れ
ぞ

れ
増
え
て
い
る
。

た
だ
、
阿
波
銀
行
の
農
業
向

け
支
援
は
融
資
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
農
家
へ
の
支
援
は
幅
広
く
、

販
促
サ
ポ
ー
ト
か
ら
６
次
産
業

化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
支

援
ま
で
多
岐
に
亘
る
。
支
援
先

も
多
く
、
農
業
生
産
法
人
か
ら

個
人
事
業
主
ま
で
認
定
農
業
者

全
般
が
対
象
で
、
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
先
ま

で
含
め
る
と
、
年
間
の
訪
問
数

は
延
べ
２
０
０
を
超
え
る
と
い

う
。　同

行
営
業
推
進
部
地
方
創
生

推
進
室
の
林
裕
己
経
営
役
は
、

「
当
行
で
は
、
事
業
承
継
問
題

に
悩
む
農
家
の
方
に
新
規
就
農

者
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
農
地
の
貸

借
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
な
ど
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
」
と
し
た

う
え
で
、
営
農
発
電
（
ソ
ー
ラ

ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）
の
利
点
に

つ
い
て
こ
う
述
べ
た
。

「
当
然
な
が
ら
、
農
業
経
営

も
持
続
可
能
性
が
何
よ
り
も
重

要
で
、
赤
字
で
は
続
か
な
い
。

そ
の
点
、
長
期
に
亘
っ
て
売
電

収
入
が
得
ら
れ
る
営
農
発
電
は

有
効
だ
。
徳
島
県
は
営
農
発
電

が
盛
ん
な
地
域
で
も
あ
る
の
で
、

我
々
は
積
極
的
に
提
案
し
て
い

る
」
。

農
業
法
人
に
資
本
参
加

こ
の
よ
う
に
、
農
業
融
資
に

と
ど
ま
ら
ず
、
き
め
細
か
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
地
域
金
融

機
関
が
全
国
的
に
増
え
て
い
る

が
、
最
近
は
農
業
法
人
へ
出
資

す
る
動
き
も
あ
る
。
法
人
に
よ

る
農
地
所
有
の
規
制
緩
和
を
背

景
に
、
16
年
に
は
秋
田
銀
行
が

三
井
住
友
銀
行
や
秋
田
県
内
の

農
業
法
人
な
ど
と
共
同
出
資
で

新
し
い
農
業
法
人
を
設
立
し
た
。

鹿
児
島
銀
行
も
鹿
児
島
県
の
鹿

児
島
中
央
青
果
な
ど
地
元
企
業

ら
と
新
し
い
農
業
法
人
を
立
ち

上
げ
、
野
菜
の
栽
培
に
参
入
し

て
い
る
。 

農
業
は
言
う
ま
で
も
な
く
地

域
に
根
差
し
た
地
域
の
基
幹
産

業
だ
。
と
す
れ
ば
、
地
域
経
済

を
支
え
る
地
域
金
融
機
関
が
地

域
の
農
業
を
支
援
し
、
あ
る
い

は
生
産
者
と
協
業
し
て
農
業
を

振
興
し
て
い
く
形
が
望
ま
し
い

の
か
も
し
れ
な
い
。

静 岡県島田市。SLが走る大井川
鉄道で有名なこの地に、『島田
ソーラーシェアリング発電所』

がある。太陽光発電設備の出力は390kW
で、2018年3月に稼働した。

太陽光発電設備の所有者は、再生可
能エネルギー発電所を開発する多摩川ホ
ールディングス傘下の合同会社GPエナジ
ーE。同社は地元企業から遊休農地の有
効活用に関する相談を受け、営農用太陽
光発電所の建設を計画。太陽光発電所建
設大手ウエストホールディングスにEPC（設
計・調達・建設）を発注し、島田市の農業
生産法人シダベジに下部農地での営農を
委託した。

GPエナジーEは、発電した電力を1kWh

あたり36円で売電して収入を得、土地の
賃借料を地主に、営農委託料をシダベジ
に支払うため、三方よしの仕組みと言える。

営農発電は農家の所得向上を目的に
始まった制度ゆえ、農家が発電設備の所
有者であることが多い。今回の場合は、農
家は設備を所有しないため、売電収入を
直接得ることはないが、営農委託料に加
え、農業収入を得ることができる。

注意すべき点は、太陽光パネルで日射
が遮られることによる農作物への影響だ。

シダベジの辻佑馬社長は、「日陰でも育
ちやすい作物を探すなど、試行錯誤してい
る」とし、「現在、本サカキやヒサカキを育て
ており、韮や蕗、枝豆の栽培も検討してい
る」という。

地域金融機関が農業向けの支援に積極的だ。
政府系金融機関の寡占市場だった農業融資で存在感を高めつつ、支援の幅を広げている。

地域金融が農業支援を拡大
融資、販促支援、取引斡旋から出資まで

阿波銀行営業推進部地方創生推進室
の林裕己経営役

GPエナジーEの営農用太陽光発電所。太陽光パネルの下ではサカキを栽培

農地のうえに太陽光パネルを設置し、
営農と発電事業の両立を図る営農発電（ソーラーシェアリング）。

農家が発電事業まで手掛けるのが一般的だが、営農だけを受託する場合もある。

三方よしの営農発電

［国内の銀行による農林業向け貸出残高］
残高は5年前と比べ3割増、設備資金残高は5割増
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出所：日本銀行『貸出先別貸出金』。残高は銀行勘定

2,000

［国内の銀行による農林業向け設備資金の新規貸出額］
過去7年間増加基調で推移
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［国内の信用金庫による農林業向け貸出残高］
銀行より増加率は低いものの年々増加基調
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５
つ
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
国
際
標
準
と
し
て
認

め
て
い
る
。

そ
の
ひ
と
つ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ

（
＝G

LO
B
A
LG
.A
.P.

）
だ
。
こ
れ
を

取
得
し
た
生
産
者
は
、
世
界
各
国
の
流

通
業
者
か
ら
認
め
ら
れ
、
農
産
物
を
輸

出
で
き
る
可
能
性
が
広
が
る
。
日
本
Ｇ

Ａ
Ｐ
協
会
が
策
定
し
た
日
本
発
の
ア
ジ

ア
Ｇ
Ａ
Ｐ（
＝A

SIA
G
A
P

）は
昨
秋
Ｇ

Ｆ
Ｓ
Ｉ
に
国
際
標
準
と
し
て
認
め
ら
れ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
同
様
、
世
界
各

Ｇ
Ａ
Ｐ（
＝Good A

gricultural 
Practice

）と
は
、
農
業
に
お

け
る
食
品
安
全
、
環
境
保
全
、

労
働
安
全
な
ど
の
持
続
可
能
性
を
確
保

す
る
た
め
の
生
産
工
程
管
理
の
取
組
み

の
こ
と
で
あ
る
。

一
般
に
、
商
品
の
流
通
が
拡
大
す
る

と
、
流
通
過
程
が
不
透
明
に
な
り
、
リ

ス
ク
管
理
が
難
し
く
な
る
た
め
、
商
品

の
品
質
を
担
保
す
る
機
能
が
求
め
ら
れ

る
。
小
売
業
者
が
仕
入
れ
先
の
生
産
工

程
を
す
べ
て
管
理
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
が
、
個
々
の
小
売
業
者
が
独
自
の

ル
ー
ル
で
管
理
す
る
の
は
非
効
率
で
あ

る
。
な
ら
ば
第
三
者
が
点
検
す
る
仕
組

み
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
の
が
、
生
産
工

程
管
理
の
認
証
制
度
の
始
ま
り
だ
。　

世
界
に
は
様
々
な
Ｇ
Ａ
Ｐ
が
あ
り
、

日
本
の
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
、
韓
国
の
Ｋ
Ｇ
Ａ
Ｐ
、

台
湾
の
Ｔ
Ｇ
Ａ
Ｐ
、
カ
ナ
ダ
の
カ
ナ
ダ

Ｇ
Ａ
Ｐ
（
＝CanadaGA

P

）
と
、
各
国

に
各
々
存
在
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展

開
す
る
流
通
業
者
は
農
業
生
産
者
と
の

取
引
に
際
し
て
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
取
得
を

条
件
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
流
通
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
見

据
え
、
各
国
で
各
々
異
な
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
の

ル
ー
ル
の
共
通
化
、
す
な
わ
ち
国
際
標

準
化
が
進
ん
だ
。
食
品
メ
ー
カ
ー
や
流

通
業
者
な
ど
が
加
盟
す
る
国
際
組
織
Ｇ

Ｆ
Ｓ
Ｉ
（
世
界
食
品
安
全
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
）
が
、
世
界
に
あ
る
多
種
多
様
な
食

品
安
全
認
証
の
等
価
性
を
評
価
し
て
お

り
、
農
産
物
の
生
産
に
関
す
る
認
証
は

国
で
通
用
す
る
認
証
に
な
っ
た
の
だ
。

Ｇ
Ａ
Ｐ
は
生
産
者
を
守
る

Ｇ
Ａ
Ｐ
が
策
定
さ
れ
た
経
緯
を
辿
る

と
、
流
通
業
者
の
た
め
の
認
証
の
よ
う

に
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
む
し
ろ
生
産
者

の
た
め
の
も
の
と
も
言
え
る
。
労
働
安

全
の
分
野
で
は
、
農
作
業
の
事
故
を
考

慮
し
、
事
故
の
リ
ス
ク
を
洗
い
出
し
て

作
業
内
容
の
改
善
を
促
す
と
い
っ
た
労

働
の
安
全
性
を
担
保
す
る
仕
組
み
が
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、
実
際
Ｇ
Ａ

Ｐ
を
取
得
し
た
生
産
者
か
ら
は

事
故
が
減
っ
た
と
い
う
声
を
聞

く
。日

本
で
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
取
得
し
て

い
る
生
産
者
の
代
表
格
は
静
岡

県
の
お
茶
農
家
だ
。
コ
カ
・
コ

ー
ラ
が
持
続
可
能
な
農
業
の
基

本
原
則
を
順
守
し
た
原
料
調
達

を
行
う
な
か
で
ア
ジ
ア
Ｇ
Ａ
Ｐ

を
取
得
し
た
生
産
者
か
ら
茶
葉

を
調
達
す
る
方
針
を
掲
げ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
他
に
は
愛
媛

県
の
キ
ウ
イ
生
産
者
の
間
で
も

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
が
進
ん
で
い
る
。

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
販
売
大
手
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ゼ
ス
プ

リ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
、

同
じ
く
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
取
得
し
た
生
産
者
か

ら
キ
ウ
イ
を
調
達
し
て
い
る
と
い
う
背

景
が
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
Ｇ
Ａ

Ｐ
の
取
得
率
が
低
い
。
分
母
と
な
る
生

産
者
数
の
取
り
方
に
も
よ
る
が
、
農
業

生
産
者
の
５
％
程
度
と
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
農
業
生
産
法

人
だ
。
背
景
に
は
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
取
得
し

な
く
て
も
農
産
物
を
販
売
で
き
る
市
場

環
境
が
あ
る
。

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
取
得
は
決
し
て
難
し

く
な
い
と
言
わ
れ
る
。
生
産
工
程
管
理

と
い
っ
て
も
、
要
は
、
農
器
具
や
肥
料
、

農
薬
な
ど
を
整
理
整
頓
し
て
使
用
料
な

ど
を
記
録
し
、
作
業
日
誌
を
つ
け
て
保

存
す
れ
ば
よ
い
。
収
穫
用
の
手
袋
と
出

荷
作
業
用
の
手
袋
は
分
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
っ
た
ル
ー
ル
も
、
安
全
管

理
の
た
め
に
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
で

あ
る
。

生
産
者
が
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
取
得
す
る
場
合

は
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
指
導
員
の
力
を
借
り
る
こ

と
も
で
き
る
。
彼
ら
は
農
場
や
生
産
工

程
を
点
検
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
改
善
点

を
指
摘
し
て
く
れ
る
。
改
め
る
べ
き
と

こ
ろ
を
改
め
れ
ば
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
は
取

得
で
き
る
は
ず
だ
。

大
手
流
通
業
者
が
生
産
者
と
の
取
引

に
際
し
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
取
得
を
条
件

に
す
る
動
き
は
徐
々
に
始
ま
っ
て
い
る
。

と
く
に
複
数
の
流
通
業
者
と
取
引
す
る

生
産
者
に
と
っ
て
は
、
国
際
標
準
の
Ｇ

Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得
し
て
い
れ
ば
、
ど
の

業
者
に
も
通
用
す
る
た
め
、
管
理
を
一

本
化
で
き
、
効
率
的
な
経
営
が
実
現
す

る
。

目
的
は
持
続
可
能
性
の
追
求

Ｇ
Ａ
Ｐ
が
普
及
す
れ
ば
、
流
通
業
者

の
リ
ス
ク
を
は
じ
め
、
過
度
な
労
働
に

よ
る
生
産
者
の
負
担
や
、
農
業
生
産
に

よ
る
環
境
影
響
と
い
っ
た
リ
ス
ク
が
管

理
さ
れ
、
リ
ス
ク
が
減
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
そ
う
捉
え
れ
ば
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
の

本
質
的
な
目
的
は
、
持
続
可
能
な
農
業

の
実
現
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
に
沿
っ
た
も
の
と
言

え
る
。

こ
の
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
重
視
さ
れ
て
お
り
、

Ｉ
Ｏ
Ｃ
（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
）
が
２
０
１
４
年
に
採
択
し
た
『
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
２
０
２

０
』
に
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

の
全
て
の
側
面
に
持
続
可
能
性
を
導
入

す
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

実
際
、
12
年
に
開
催
さ
れ
た
ロ
ン
ド

ン
大
会
以
降
、
持
続
可
能
性
に
配
慮
し

た
調
達
基
準
が
、
組
織
委
員
会
が
調
達

す
る
全
て
の
財
・
サ
ー
ビ
ス
に
適
用
さ

れ
、
食
材
に
は
特
別
な
規
定
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ロ
ン
ド
ン
大
会

で
は
、
農
産
物
の
調
達
基
準
と
し
て
、

英
国
の
生
産
者
団
体
が
つ
く
っ
た
レ
ッ

ド
ト
ラ
ク
タ
ー
認
証
な
ど
が
義
務
的
基

準
と
さ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
な
ど

が
推
奨
基
準
と
さ
れ
た
。

東
京
大
会
で
も
、
食
品
安
全
、
環
境

保
全
、
労
働
安
全
の
要
件
を
満
た
す
も

の
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
や
ア
ジ

ア
Ｇ
Ａ
Ｐ
な
ど
が
農
産
物
の
調
達
基
準

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
全
国
の
生
産

者
や
農
業
高
校
の
間
で
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
取
得

す
る
動
き
が
活
発
だ
。
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
食
材
を
提

供
し
よ
う
と
基
準
を
満
た
し
た
食
材
を

生
産
す
る
方
々
が
増
え
て
お
り
、
18
年

秋
の
調
査
で
は
必
要
量
を
上
回
る
規
模

の
食
材
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

い
ま
日
本
の
農
業
は
、
担
い
手
不
足

な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

契
機
に
持
続
可
能
性
を
追
求
す
る
取
組

み
が
広
が
る
こ
と
が
大
会
の
レ
ガ
シ
ー

に
な
る
だ
ろ
う
。

「
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
普
及
へ
の
挑
戦

  

そ
れ
は
持
続
可
能
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農
業
の
第
一
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事
実
、
19
年
３
月
期
は
、
預

金
残
高
が
前
期
比
５
％
増
の
６

４
５
４
・
３
億
円
、
貸
出
金
残

高
は
同
６
％
増
の
５
６
２
４
・

３
億
円
で
、
預
貸
率
は
87
％
超

と
高
水
準
を
維
持
。
と
く
に
本

業
の
儲
け
を
示
す
コ
ア
業
務
純

益
は
、
過
去
最
高
の
94
・
８
億

円
で
17
期
連
続
の
増
益
を
達
成

し
、
預
金
残
高
規
模
が
１
桁
異

な
る
地
銀
や
第
二
地
銀
と
比
較

業
績
悪
化
が
目
立
つ
地

方
銀
行
と
比
べ
、
信

用
組
合
の
財
務
は
堅

調
だ
。
２
０
１
９
年
３
月
期
決

算
で
は
、
全
国
１
４
６
信
組
の

う
ち
１
０
０
信
組
以
上
が
預
金

と
貸
出
金
を
増
や
し
て
い
る
。

な
か
で
も
突
出
し
て
い
る
の
が
、

「
シ
シ
ン
ヨ
ー
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
い
る
広
島
市
信
用
組

合
だ
。

し
て
も
１
０
６
行
中
41
位
に
つ

け
る
な
ど
極
め
て
大
き
い
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
経
営
を

実
践
し
て
い
る
の
か
。
多
角
化

を
進
め
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
で
実
績
を
上
げ
て
い
る
の
か

と
思
い
き
や
、「
預
金
と
融
資

に
特
化
す
る
」（
山
本
明
弘
理

事
長
）
選
択
と
集
中
な
の
だ
。

金
融
機
関
の
本
来
業
務
に
徹
し
、

投
資
信
託
や
生
命
保
険
は
一
切

を
流
し
て
使
命
を
全
う
し
て
き

た
だ
け
だ
」
と
強
調
し
た
。

「
融
資
は
ロ
マ
ン
」

と
は
い
え
、
同
信
組
の
預
金

と
融
資
へ
の
力
の
入
れ
方
は
、

他
の
金
融
機
関
と
一
線
を
画
す

る
。
山
本
理
事
長
を
は
じ
め
、

役
員
、
支
店
長
、
営
業
担
当
者

が
、
箱
入
り
饅
頭
と
デ
ィ
ス
ク

ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
を
持
参
し
て
客

先
を
回
る
の
だ
。
し
か
も
そ
の

数
、
３
週
間
で
1.6
万
軒
に
の
ぼ

る
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

山
本
理
事
長
は
こ
う
説
明
し
た
。

「
１
日
に
お
客
様
を
20
軒
、

30
軒
と
訪
ね
れ
ば
、
年
金
を
受

給
さ
れ
る
個
人
の
お
客
様
の
身

の
上
話
や
企
業
の
設
備
投
資
計

画
の
ほ
か
、
事
業
性
評
価
の
判

断
材
料
ま
で
様
々
な
情
報
が
得

ら
れ
る
。
こ
れ
は
非
効
率
の
よ

う
に
見
え
て
最
も
効
率
的
な
手

法
だ
。
我
々
は
、
金
を
追
う
の

で
は
な
く
、人
を
追
う
」。

つ
ま
り
、
徹
底
し
た
客
先
訪

問
は
、
預
金
や
融
資
の
機
会
創

出
に
加
え
、
融
資
リ
ス
ク
の
正

確
な
見
極
め
に
も
活
か
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

同
信
組
は
融
資
に
お
け
る
リ
ス

ク
テ
イ
ク
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
。

実
際
、
広
島
市
信
組
の
最
大

の
強
み
は
融
資
の
実
行
力
で
あ

り
、
そ
れ
は
広
島
大
学
発
の
再

生
医
療
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
ツ
ー
セ

ル
（
広
島
市
、
辻
紘
一
郎
社

長
）
へ
の
支
援
で
も
遺
憾
な
く

発
揮
さ
れ
た
。
と
い
う
の
も
、

ツ
ー
セ
ル
は
い
ま
で
こ
そ
中
外

製
薬
と
膝
軟
骨
再
生
細
胞
治
療

製
品
で
提
携
す
る
注
目
企
業
だ

が
、
一
時
は
資
金
繰
り
難
に
陥

っ
て
い
た
。
そ
ん
な
ツ
ー
セ
ル

を
支
援
し
た
の
が
広
島
市
信
組

で
、
14
年
か
ら
累
計
４
億
円
に

及
ぶ
融
資
を
実
行
し
た
の
だ
。

当
時
の
状
況
を
、
山
本
理
事

長
は
、
「
会
社
を
訪
問
し
、
辻

社
長
か
ら
開
発
医
療
に
つ
い
て

一
か
ら
説
明
を
受
け
た
。
そ
し

て
確
信
し
た
の
だ
。
必
ず
成
功

す
る
と
」
と
語
り
、
こ
う
続
け

た
。「

我
々
は
、
赤
字
、
繰
欠
、

債
務
超
過
の
企
業
に
対
し
て
も
、

社
長
の
仕
事
観
や
熱
意
、
あ
る

い
は
企
業
の
成
長
性
や
技
術
力

に
よ
っ
て
は
、
融
資
を
実
行
す

る
。
信
じ
て
融
資
し
た
企
業
が

活
躍
す
る
こ
と
ほ
ど
大
き
な
喜

び
は
な
い
。
だ
か
ら
融
資
は
ロ

マ
ン
な
の
だ
」
。

決
裁
は
３
日
以
内

さ
ら
に
広
島
市
信
組
の
融
資

に
お
け
る
強
み
を
挙
げ
る
な
ら

ば
、
ス
ピ
ー
ド
だ
ろ
う
。
同
信

組
は
融
資
を
３
日
以
内
で
決
裁

す
る
。
そ
の
た
め
に
、
山
本
理

事
長
は
、
３
時
に
起
床
し
、
５

時
前
に
出
勤
し
て
毎
日
６
時
45

分
か
ら
始
ま
る
役
員
会
議
に
出

席
す
る
と
い
う
。
「
金
利
は
安

い
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
の
だ

ろ
う
が
、
ス
ピ
ー
ド
も
大
事
。

～広島市信用組合の歩み～

い
ち
早
く
資
金
を
用
意
し
て
ほ

し
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の

で
、
努
力
で
応
え
て
い
こ
う
と

い
う
わ
け
だ
」（
山
本
理
事
長
）。

こ
の
よ
う
に
、
地
元
の
中
小

企
業
や
個
人
へ
の
積
極
融
資
で

他
社
と
の
差
別
化
を
図
る
広
島

市
信
組
で
あ
る
が
、
経
営
に
お

け
る
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
に
も
余
念

が
な
い
。

た
と
え
ば
、
同
信
組
で
は
１

社
あ
た
り
の
融
資
額
を
原
則
10

億
円
ま
で
と
定
め
、
小
口
多
数

主
義
で
リ
ス
ク
を
回
避
し
て
い

る
。
そ
の
う
え
で
、
不
良
債
権

の
一
括
売
却
を
進
め
、
前
期
の

不
良
債
権
比
率
は
前
々
期
と
比

べ
0.4
ポ
イ
ン
ト
低
い
２
・
29
％

ま
で
抑
え
て
い
る
。

山
本
理
事
長
は
、
「
我
々
の

財
務
が
健
全
な
の
は
、
愚
直
に

販
売
し
て
い
な
い
と
い
う
。

そ
の
理
由
を
山
本
理
事
長
は
、

「
投
信
や
生
保
の
販
売
、
外
債

や
株
式
へ
の
投
資
な
ど
は
、
そ

の
道
の
プ
ロ
に
は
敵
わ
な
い
。

経
営
資
源
に
限
り
が
あ
る
の
で
、

あ
れ
も
こ
れ
も
で
き
な
い
の

だ
」
と
謙
遜
ぎ
み
に
語
り
つ
つ

も
、
「
預
金
と
融
資
で
地
域
を

元
気
に
す
る
と
い
う
の
が
地
域

金
融
機
関
の
使
命
だ
ろ
う
。
汗

不
良
債
権
を
処
理
し
て
き
た
か

ら
だ
。
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の

下
、
地
域
金
融
機
関
の
実
力
が

問
わ
れ
て
い
る
。
不
良
債
権
の

処
理
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
と
、

そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
で
大
き
な

差
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
」
と
先

を
見
通
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
地

域
経
済
が
停
滞
す
る
な
か
、
長

引
く
日
本
銀
行
の
マ
イ
ナ
ス
金

利
政
策
。
地
域
金
融
機
関
の
経

営
環
境
は
厳
し
い
。
し
か
し
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
悪
化
す
る
業

績
を
外
部
環
境
の
せ
い
に
も
で

き
ま
い
。
現
に
、
盤
石
な
経
営

基
盤
を
築
き
、
成
長
を
遂
げ
る

信
組
が
存
在
す
る
の
だ
か
ら
。

そ
し
て
持
続
可
能
な
事
業
モ
デ

ル
を
築
く
た
め
に
も
、
本
来
業

務
の
あ
り
方
を
再
考
す
べ
き
時

が
来
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

16期連続増収

広島市信用組合が
示した成長の要諦

16年連続の増収で過去最高益を達成した広島市信用組合。
預金と融資の本業に特化する〝選択と集中〟が功を奏し、業績は好調だ。

山本理事長の信念に迫った。

山本明弘理事長
プロフィール●1945年山口
県生まれ。68年専修大学経
済学部卒業後、広島市信用
組合に入組。三篠支店長、
中広支店長、出島支店長、
可部支店長、商工センター
支店長、本店営業部長、審
査部長などを経て、2001年
専務理事、04年副理事長に
就任、05年より現職。

YAMAMOTO,  A k i h i r o

Company Profile

社名 広島市信用組合
本店所在地 広島県広島市中区袋町3-17

創業 1952年
設立 1952年

出資金 200億1114万円
経常収益 163億3655万円（2019年3月期）
役職員数 422人

http://www.hiroshimashi .shinkumi. jp
2016年 3月期 2017年 3月期 2018年 3月期 2019年 3月期

経常収益 コア業務純益 預金（譲渡性預金除く）

5,484
4,626 4,900

5,6245,2855,704 6,094

3,787

6,454

4,123

（億円）
当期純利益 自己資本比率 貸出金（ うち事業者向け）

2016年 3月期 2017年 3月期 2018年 3月期 2019年 3月期
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163156 15910.11
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3,283 3,478

［広島市信用組合の業績］
（億円）

※コア業務純益は本業のもうけを示す指標。本業の利益である業務純益に一般貸倒引当金繰入額を加算し、国債等債券損益を差し引いて算出。
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1952年 広島市で設立

1957年 『西条信用組合』と合併

1972年 『吉田信用組合』と合併

1980年 預金全科目をオンライン化

1985年 融資業務をオンライン化

1987年 『しんくみネット』でキャッシュサービス開始

1988年 国債代理窓販取扱開始

1991年 サンデーバンキング開始

1994年
国債等の窓販業務認可取得

新本店ビル完成

1995年 外国送金取次業務開始

2000年
デビットカードサービス開始

個人向けインターネットバンキングサービス開始

2001年 『広島第一信用組合』と合併

2002年
火災保険の窓口取扱開始

『しんくみお得ねっと』に参加

2003年 個人向け国債取扱開始

2007年 『シシンヨービジネスクラブ』設立、情報提供サー
ビス開始

2008年 法人向けインターネットバンキングサービス開始

2011年 Pay-easy口座振替受付サービス開始

2013年 手形・振込に代わる資金決済『でんさいサービス』
開始

2015年 日本格付け研究所（JCR）より「A（安定的）」の格
付けを取得

2017年 貸出金残高5000億円突破

2018年 内国為替24時間365日対応開始

確たる信念
信金・信組の

2021 2019  Autumn2019  Autumn



い
ま
、
炭
入
り
の
ブ
ラ

ッ
ク
フ
ー
ド
が
人
気

を
博
し
て
い
る
。
ブ

ラ
ッ
ク
ピ
ザ
が
あ
れ
ば
、
竹
炭

入
り
ラ
ー
メ
ン
や
ブ
ラ
ッ
ク
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
ブ
ラ

ッ
ク
テ
ィ
ー
ま
で
。
要

は
パ
ウ
ダ
ー
状
の
炭
を

食
品
に
混
ぜ
て
食
べ
る

食
炭
が
流
行
っ
て
い
る
。

こ
の
食
炭
の
歴
史
は

古
く
、
炭
香
の
水
越
大

輔
取
締
役
に
よ
れ
ば
、

「
日
本
人
は
昔
か
ら
炭

を
食
べ
て
き
た
。
炭
に

は
整
腸
作
用
が
あ
っ
て
、

い
わ
ば
薬
の
一
種
。
炭

焼
き
職
人
に
病
な
し
と

い
う
言
葉
ま
で
あ
る
ほ

ど
」
。

た
だ
一
口
に
炭
と
い

っ
て
も
、
燃
料
や
吸
着

材
、
脱
臭
剤
、
解
毒
剤

な
ど
、
用
途
は
様
々
。
原
料
は

主
に
杉
や
松
、
檜
、
竹
で
あ
る

が
、
用
途
に
合
わ
せ
て
、
低
温
、

中
温
、
高
温
で
焼
き
分
け
て
い

る
ら
し
い
。
同
社
の
鈴
木
弘
明

都
留
工
場
長
兼
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
は
こ
う
説
明
す
る
。

「
３
０
０
℃
前
後
の
低
温
で

焼
く
と
、
炭
素
率
60
％
の
電
気

を
通
さ
な
い
絶
縁
状
の
酸
性
を

帯
び
た
炭
に
仕
上
が
る
。
４
２

０
〜
４
３
０
℃
の
中
温
炭
化
で

は
、
炭
素
率
75
％
の
や
や
電
気

を
通
す
中
性
の
炭
材
に
な
り
、

６
０
０
〜
６
５
０
℃
の
高
温
で

焼
く
と
、
炭
素
率
は
97
％
と
高

く
、
電
気
を
通
し
や
す
い
導
電

性
の
ア
ル
カ
リ
炭
と
な
り
、
燃

え
に
く
く
な
る
」
。

そ
れ
ゆ
え
、
燃
料
用
の
炭
で

も
、
火
を
起
こ
す
炭
は
低
温
炭

化
で
、
火
持
ち
を
長
く
す
る
炭

は
燃
え
に
く
い
高
温
炭
化
で
つ

く
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
冒
頭

の
食
炭
は
、
高
温
で
焼
い
た
ア

ル
カ
リ
性
の
炭
な
の
だ
が
、
鈴

木
都
留
工
場
長
は
こ
う
警
鐘
を

鳴
ら
す
。

「
巷
で
は
、
微
量
な
が
ら
水

銀
や
鉛
、
ヒ
素
、
カ
ド
ミ
ウ
ム

な
ど
の
重
金
属
を
含
ん
だ
炭
が

市
販
さ
れ
て
い
る
。
大
気
汚
染

な
ど
で
重
金
属
が
地
中
に
堆
積

し
た
た
め
、
水
と
一
緒
に
重
金

属
を
吸
い
上
げ
て
育
っ
た
の
が

い
ま
の
樹
木
だ
。
一
般
の
土
窯

で
は
重
金
属
が
取
り
除
け
な

い
」
。

そ
こ
で
同
社
で
は
、
炭
を
焼

く
際
に
、
土
窯
で
は
な
く
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
式
の
金
属
炉

を
使
用
す
る
。
市
販
の
金
属
炉

に
独
自
の
改
良
を
加
え
て
お
り
、

低
酸
素
ガ
ス
吸
引
式
技
術
に
よ

っ
て
重
金
属
を
多
く
取
り
除
く

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

同
社
で
は
現
在
、
金
属
炉
を

５
台
所
有
し
、
地
元
の
シ
ル
バ

ー
人
材
と
と
も
に
、
塗
炭
な
ど

の
内
装
材
か
ら
炭
グ
ッ
ズ
や
炭

ア
ー
ス
マ
ッ
ト
、
食
炭

ま
で
、
多
彩
な
炭
製
品

を
商
品
化
し
て
い
る
。

間
伐
材
を
利
活
用

と
は
い
え
、
炭
香
の

事
業
は
、
炭
製
品
の
販

売
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

官
民
合
同
事
業
の
支
援

や
里
山
保
全
活
動
、
あ

る
い
は
農
業
振
興
ま
で

幅
広
く
手
掛
け
て
お
り
、

同
社
は
自
ら
の
事
業
を

「
環
境
循
環
型
事
業
」

と
位
置
づ
け
て
い
る
。

と
い
う
の
も
、
同
社
が
炭
焼

き
に
着
手
し
た
の
は
、
創
業
当

初
建
設
業
を
営
み
、
林
道
を
つ

く
る
際
に
出
た
木
材
の
有
効
活

用
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
い
ま

で
は
、
「
山
の
整
備
で
出
る
間

伐
材
を
有
効
活
用
し
、
治
山
事

業
の
活
性
化
、
雇
用
開
発
、
水

資
源
を
確
保
す
る
」
と
の
理
念

を
掲
げ
、
炭
焼
き
を
展
開
し
て

い
る
の
だ
。

そ
ん
な
炭
香
に
転
機
が
訪
れ

た
の
は
２
０
１
７
年
３
月
だ
っ

た
。
サ
イ
エ
ン
ス
ボ
ー
ド
な
ど

の
内
装
材
の
販
売
か
ら
、
さ
ら

な
る
業
容
拡
大
を
図
っ
た
水
越

取
締
役
は
人
材
発
掘
に
力
を
入

れ
た
の
だ
が
、
そ
の
矢
先
、
水

越
取
締
役
は
、
当
時
『
鎌
倉
す

ざ
く
』
と
い
う
屋
号
を
掲
げ
、

鎌
倉
で
炭
製
品
を
販
売
し
て
い

た
現
炭
香
都
留
工
場
長
の
鈴
木

氏
と
出
会
っ
た
。

水
越
取
締
役
は
当
時
の
状
況

を
、
「
店
内
で
表
面
に
炭
を
焼

き
つ
け
た
陶
器
を
見
た
時
は
、

そ
の
精
巧
な
技
術
に
圧
倒
さ
れ
、

言
葉
を
失
っ
た
の
を
い
ま
で
も

覚
え
て
い
る
」
と
話
す
。

実
際
、
鈴
木
氏
の
炭
焼
き
技

術
に
は
定
評
が
あ
り
、
そ
れ
は

炭
陶
や
塗
炭
の
加
工
技
術
だ
け

で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、

海
上
に
打
ち
上
げ
る
鎌
倉
の
花

火
大
会
で
海
を
汚
染
し
な
い
火

薬
が
求
め
ら
れ
、
鈴
木
氏
は
独

自
に
炭
材
で
火
薬
を
作
成
し
、

特
許
を
取
得
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。や

が
て
両
者
は
、
炭
業
界
の

活
性
化
を
目
的
に
17
年
５
月
に

『
炭
サ
ミ
ッ
ト
』
を
、
同
年
12

月
に
は
鎌
倉
で
『
ブ
ラ
ッ
ク
フ

ー
ド
フ
ェ
ス
タ
』
を
開
催
。
そ

し
て
意
気
投
合
し
て
18
年
12
月

に
炭
香
と
鎌
倉
す
ざ
く
は
協
業

体
制
を
と
る
形
で
鈴
木
氏
が
炭

香
に
加
わ
っ
た
。

か
つ
て
米
国
の
商
社
な
ど
に

勤
務
し
営
業
経
験
の
豊
富
な
水

越
取
締
役
と
、
唯
一
無
二
の
炭

焼
き
技
術
を
持
つ
鈴
木
都
留
工

場
長
。
両
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん

で
ま
だ
１
年
だ
が
、
シ
ナ
ジ
ー

効
果
は
徐
々
に
表
れ
て
き
て
い

る
よ
う
だ
。

「
炭
焼
き
技
術
で
持
続
可
能

な
地
域
社
会
を
切
り
拓
く
」
。

同
社
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
だ
。

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
拓
く

伝
統
の
炭
焼
き
技
術

［炭香］

つ く り び と の

技 魂と

い
ま
炭
が
ブ
ー
ム
だ
。室
内
の
空
気
浄
化
や
脱
臭
の
ほ
か
、

炭
を
食
べ
る〝
食
炭
〞ま
で
用
途
は
広
い
。

そ
ん
な
な
か
、様
々
な
炭
製
品
を
販
売
す
る
炭
香
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

Company Profile

社名 炭香
本店所在地 山梨県上野原市上野原5018

設立 2007年9月
資本金 1000万円
売上高 非公開

従業員数 13人

主要取引銀行 横浜銀行、山梨中央銀行

www.sumikoh.co . jp

表面に炭が焼きついた精巧な陶器（右） パウダー状の食炭。毎日適量食べれば病気にかからず健康を維持できる
らしい（左上） 鈴木都留工場長の独自技術でカスタマイズされたコンピュータ制御式の金属炉（左下）

炭香は里山保全の観点から間伐材を利用し、それを炭製品の原料に
充てている

炭
焼
き
技
術
を

さ
ら
に
磨
き
上
げ
、

炭
の
用
途
を
拡
げ
た
い

環
境
循
環
型
の

炭
焼
き
事
業
で
持
続
可
能
な

社
会
を
構
き
た
い

鈴木弘明都留工場長

水越大輔取締役

2223 2019  Autumn2019  Autumn



か
、
同
社
の
製
茶
加
工
は
軌
道

に
乗
り
、
戦
中
の
混
乱
期
も
途

絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
81

年
に
カ
ネ
イ
一
言
製
茶
へ
法
人

改
組
す
る
と
、
87
年
に
転
機
が

到
来
し
、
同
社
は
小
売
り
大
手

の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
と
の
取
引

を
開
始
。
当
初
店
頭
で
は
１
袋

５
０
０
円
程
度
の
茶
を
並
べ
て

い
た
が
、
バ
ブ
ル
景
気
を
追
い

風
に
１
０
０
０
円
か
ら
１
５
０

０
円
の
商
品
を
販
売
し
、
飛
ぶ

よ
う
に
売
れ
た
と
い
う
。

こ
れ
を
機
に
同
社
は
大
規
模

な
設
備
投
資
を
決
断
し
、
93
年

に
は
島
田
市
内
に
包
装
加
工
場

を
建
設
、
大
型
冷
蔵
庫
も
導
入

し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
一
言

同
社
の
創
業
は
１
８
６

５
年
。
一
言
才
三
郎

氏
が
11
歳
の
若
さ
で

雑
貨
屋
の
一
言
商
店
を
始
め
た

の
が
最
初
だ
。
父
親
の
伊
三
郎

氏
が
急
逝
し
、
才
三
郎
氏
は
雑

貨
を
売
る
ほ
か
に
生
計
を
立
て

る
手
段
が
な
か
っ
た
ら
し
い
。

や
が
て
明
治
時
代
に
入
っ
た

78
年
、
才
三
郎
氏
に
待
望
の
長

男
、
伊
左
衛
門
氏
が
生
ま
れ
る
。

才
三
郎
氏
は
こ
の
頃
か
ら
静
岡

県
中
部
に
あ
る
牧
之
原
台
地
を

開
墾
し
、
茶
を
栽
培
し
始
め
た

と
い
う
。
同
社
は
現
在
、
製
茶

加
工
を
生
業
と
し
て
い
る
が
、

当
初
は
茶
を
生
産
し
て
い
た
の

だ
。製

茶
加
工
に
着
手
し
た
の
は
、

才
三
郎
氏
の
跡
を
継
い
だ
伊
左

衛
門
氏
で
あ
る
。
１
９
１
４
年
、

日
露
戦
争
に
勝
利
し
て
日
本
の

景
気
が
上
昇
し
、
欧
米
と
の
交

流
が
盛
ん
に
な
っ
た
た
め
、
伊

左
衛
門
氏
は
茶
を
輸
出
し
よ
う

と
加
工
を
試
み
た
わ
け
だ
。
い

ま
な
お
続
く
同
社
の
事
業
の
礎

は
、
１
０
０
年
以
上
前
に
築
か

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

震
災
を
機
に
海
外
展
開

そ
も
そ
も
お
茶
を
嗜
む
習
慣

は
、
古
く
か
ら
日
本
人
の
生
活

に
根
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え

伊
左
夫
社
長
は
、
「
先
代
は
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
出
荷

が
中
心
に
な
る
と
読
ん
だ
」
と

語
る
。

こ
の
目
算
は
見
事
に
当
た
っ

た
。
バ
ブ
ル
の
崩
壊
を
き
っ
か

け
に
高
価
な
商
品
の
売
れ
行
き

こ
そ
伸
び
悩
ん
だ
が
、
代
わ
り

に
１
袋
８
０
０
円
程
度
の
茶
が

堅
調
に
売
れ
続
け
、
２
０
０
０

年
に
は
年
間
販
売
量
が
１
２
０

万
本
を
超
す
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商

品
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
11
年
３
月
に
東
日
本

大
震
災
が
起
こ
る
と
、
状
況
は

一
変
す
る
。
静
岡
県
産
の
茶
が

放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
て
い

る
と
の
報
道
が
連
日
テ
レ
ビ
や

新
聞
に
飛
び
交
っ
た
の
だ
。

「
お
茶
を
贈
答
す
る
の
は
失
礼

だ
と
い
う
風
潮
が
広
が
っ
た
た

め
」
（
一
言
社
長
）
、
売
上
げ

が
減
少
し
て
い
っ
た
。

伊
左
夫
氏
が
社
長
に
就
任
し

た
の
は
、
そ
ん
な
逆
風
が
吹
き

荒
れ
る
11
年
５
月
だ
っ
た
だ
け

に
、
「
社
長
就
任
は
震
災
前
か

ら
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
。
運
が

悪
か
っ
た
」
と
苦
笑
す
る
。

国
内
の
需
要
が
冷
え
込
む
な

か
、
一
言
社
長
は
海
外
市
場
に

目
を
向
け
る
。
き
っ
か
け
は
ロ

ン
ド
ン
五
輪
だ
っ
た
よ
う
で
、

一
言
社
長
は
、
「
知
人
の
レ
ス

リ
ン
グ
関
係
者
か
ら
、
各
国
か

ら
抹
茶
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
依
頼
が
非
常
に
多
い
と
い
う

話
を
聞
き
、
台
湾
や
北
米
に
、

抹
茶
や
粉
末
の
ほ
う
じ
茶
を
輸

出
し
始
め
た
」
と
話
す
。
以
来
、

同
社
は
海
外
の
展
示
会
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
。

現
状
は
売
上
高
７
億
円
の
う

ち
、
海
外
向
け
の
占
め
る
割
合

は
５
％
程
度
だ
が
、
一
言
社
長

は
、
「
３
年
以
内
に
海
外
市
場

で
１
億
円
、
国
内
で
７
億
円
の

売
上
げ
を
達
成
し
た
い
」
と
意

気
込
み
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
進

出
も
検
討
し
て
い
る
。

利
益
度
外
視
で
も

納
得
い
く
お
茶
を

振
り
返
れ
ば
、
同
社
の
歩
み

は
決
し
て
順
風
満
帆
と
は
言
え

な
い
。
で
は
１
５
０
年
以
上
の

歴
史
は
な
ぜ
紡
が
れ
て
い
っ
た

の
か
。

一
言
社
長
は
、
「
お
茶
は
毎

日
飲
む
も
の
。
味
が
変
わ
る
と
、

お
客
様
か
ら
す
ぐ
に
指
摘
さ
れ

る
。
た
だ
常
に
同
じ
品
質
の
茶

が
手
に
入
る
わ
け
で
は
な
い
か

ら
、
加
工
技
術
が
問
わ
れ
る
。

当
社
に
は
、
利
益
を
度
外
視
し

て
も
、
納
得
の
い
く
お
茶
を
つ

く
り
た
い
と
い
う
思
い
が
根
底

に
あ
る
」
と
モ
ノ
づ
く
り
魂
を

覗
か
せ
た
。

と
は
い
え
、
上
質
な
茶
が
手

に
入
ら
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
熟

練
の
技
を
も
っ
て
加
工
し
て
も
、

香
り
高
い
お
茶
に
は
仕
上
が
ら

な
い
は
ず
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、

同
社
は
お
茶
農
家
と
の
付
き
合

い
を
長
き
に
わ
た
っ
て
大
切
に

し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

一
言
社
長
は
、
「
い
ま
お
付

き
合
い
し
て
い
る
方
々
と
は
、

２
代
、
３
代
前
の
方
の
と
き
か

ら
茶
を
仕
入
れ
て
い
る
。
静
岡

発
の
よ
い
商
品
を
、
と
も
に
提

供
し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持

ち
だ
」
と
熱
く
語
っ
た
。

１
０
０
年
続
く
製
茶
加
工
の

技
術
と
、
農
家
と
の
信
頼
関
係

を
武
器
に
、
同
社
は
現
在
、
新

し
い
商
流
の
確
立
を
目
指
し
て

い
る
。
一
言
社
長
は
、
「
か
つ

て
、
お
茶
に
対
し
て
は
薬
と
い

う
認
識
が
あ
っ
た
。
そ
こ
を
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
商
品
を
企

画
し
た
い
」
と
展
望
を
抱
く
の

だ
。

Tradition & Pride

一言伊左夫社長

農家と二人三脚で守る
伝統のお茶の香り

香り高い煎茶を味わうには鮮度を保ちながら
乾燥させた茶がいる。

そんな茶の加工を１００年以上に亘って
静岡で手掛けてきたのがカネイ一言製茶だ。

同社の歩みを追った。

カネイ一言製茶

Company Profile

社名 カネイ一言製茶
本店所在地 静岡県島田市道悦1-1-9

創業 1865年
設立 1981年

資本金 1100万円
売上高 7億円（2019年3月期）

従業員数 30人

取引銀行 静岡銀行、清水銀行、
静岡焼津信用金庫、商工中金

http://www.hitokotoseicha.jp

～カネイ一言製茶 154年の歩み～
1865年

1878年

1914年

1920年

1922年

1934年

1981年

1987年

1993年

2009年

2011年

2015年

父親の死をきっかけに才三郎氏が

わずか11歳で雑貨を扱う『一言商店』を始める

才三郎氏の長男伊左衛門氏が誕生

才三郎氏は牧之原台地で茶栽培を始める

2代目伊左衛門氏が日露戦争を機に海外に販路を拡大

山本山と取引を始める

創業者の才三郎氏が死去

伊左衛門氏の孫で現会長の伊一郎氏が誕生

『カネイ一言製茶』として法人改組

イトーヨーカドーとの取引を開始

包装工場を建設。大型自動収納可能な冷蔵庫を導入

量販店に積極的に卸売りするようになる

100万円増資し1100万円に

伊左夫氏が4代目社長に就任 伊一郎氏は会長に

創業150周年

25 2019  Autumn 242019  Autumn

左が製茶加工を始めた伊左衛門氏

本社外観

本社ではさまざまな商品を販売している



──貴社を志望した理由は？
大学では商学部に在籍し、

ゼミの専攻が金融だったことも
あって、自然と銀行で働きたい
と思っていた。地元で就職先
を探したとき、「日本一雰囲気
のよい銀行を目指す」「人をつ
くり 人に尽くす」といった当社
の理念に魅力を感じ、迷わず
当社を選んだ。

──入社からの業務は？
三門支店に配属され、10ヵ

月預金業務に携わった。その
後、渉外業務を担当し、以後
営業職を続けてきた。当社に
は、元々お客様とじっくり話して
課題解決の相談に乗るという
風土があった。それが現在の
当社のビジネスモデルである
『本業支援』や『最適提案』
に繋がっている。一般社員か
ら係長、支店長代理、支店長
へと立場は変わっても、私は
一貫して営業の最前線でお
客様と接することに努めてきた。
これからも、絶えずお客様の
顔を見ていたい。

──お客様と接するうえで心掛けてい
ることは？
社員には営業目標があり、銀行の都

合を優先して、話しがちになるが、それ
では一方通行の関係になってしまい、
後につながらない。私は、まずはお客様
の考えを聞かせてもらうことが基本だと
思う。
当社では〝アクティブリスニング〟と称

して、まずは相手の言葉に積極的に耳
を傾けるところから始める。改まって問
題点を聞き出そうとすると、お客様が構
えてしまうので、訪問時の社内の雰囲
気から状況を察して話すなどの工夫を
している。
ただ、最近はお客様の悩みや課題
が多様化している。当社単独で解決で

きないことは、自らのネットワークを活用
し、様々な外部の専門家や機関から力
や知恵をお借りしている。現在当社の
提携先は１００以上あり、多様なニーズ
にお応えできる体制が整ってきた。金融
機関同士の協調も増やし、お客様の要
望に応えるために日々取り組んでいる。

──苦労したことは？
苦労という感覚はない。問題が生じ、

苦情を受ける時は、新しい経験に繋がる
ものと前向きに捉えている。というのも、銀
行のお客様は、不満があれば黙って解
約してしまうことが多い。苦情をもらえると
いうのは、気づきを得るチャンスでもあ
る。当然、苦情が出ないに越したことはな
いが、ありがたいことだと思う。

──部下への接し方で注意している
点は？
部下には、経験を積んでもらいたいと
考えている。最初は同行訪問をすること
でお客様との会話の仕方を見せて学
んでもらう。その後１人で行かせて、例え
うまくいかなくても、それは私の教え方が
悪かったと捉える。一度成功体験を得
れば、自信を持って仕事に臨めるはず
だ。
さらに、私は入社当時、強い情熱とモ
チベーションを持った先輩に大いに鍛
えられた。最初の年によい先輩から色々
と学べたので、それを引き継いで部下に
接してきたように思う。
最近は指示を待ってしまう姿勢の社

員が増えたように感じる。失敗を恐れず
に仕事をしてほしい。そうできる雰囲気を
つくり出すため、叱ることはあっても怒るこ
とはしない。

──誰にも負けない強みは？
熱意、誠意、創意の３つを大切な心

構えとしており、これらは負けない自信が
ある。熱意だけでは一方的なセールスに
なってしまうため、心からお客様のことを
考える誠意と、適切な課題解決法を考
える創意も併せ持つべきだと思う。これら
は常日頃から意識しており、部下にも伝
えていきたい。

──現在直面している課題は？
取引先企業のなかには、財務バラン

スが悪い、後継者の問題を抱えている
などの理由から、銀行の融資は受けら
れないと考え、投資を諦めている企業も
ある。そこで当社では、〝二刀流作戦〟と
称し、従来からの『事業の本業支援』に
加え、財務基盤の強化などを行う『財務
の本業支援』を始めている。
当社は相互銀行として始まった経緯

もあり、大手銀行よりも小回りの利く動き
をしていかなければならないと考えてい
る。お客様の夢を叶えるとともに、地元が
活性化していくよう支援することが私たち
の使命だと思う。

──貴行を志望した理由は？
高校時代、ソフトテニスに打ち込んだ
私は、卒業を控え、大学に進学するか、
就職するかで悩んでいた。ただ、高校時
代に佐賀県代表として全国大会に出場
させてもらったので、何か佐賀県のため
に働きたいという思いがあった。そんな折、
ソフトテニスを続けられるという
こともあって当行を志望した。
今はもうないが、当行のソフトテ
ニス部は全国大会の常連で、
私は入行から10年間、結婚す
るまでソフトテニスを続けた。

──入行からの状況は？
１９９７年に入行し、武雄支
店から鹿島支店、本店を経
て、再び武雄支店に戻ってき
た。入行以来、窓口業務に従
事していたが、３年前、武雄支
店に再度赴任して１年半くら
い経過した頃、当時の武雄支
店長から勧められ、外回りの
営業に就いた。当行では女性
の営業職は主に個人担当、
男性は法人担当と分かれてい
たが、今年度からは、その垣根
をなくし、私は４月から個人だ
けでなく、法人のお客様も担当
するようになった。

──現在の仕事の内容は？
いま当行は、コンサルティン
グを起点とする営業に力を入
れており、お客様のニーズや
課題解決に向けたさまざまな
提案を行っている。中でも昨今
のSDGs（持続可能な開発目
標）、ESG（環境・社会・企業統治）など、
環境意識の高まりから、FIT（再生可能
エネルギーの固定価格買取制度）を活
用した太陽光発電設備の導入提案を行
うケースも多い。
法人営業も担当するようになって最初

のお客様が、ある建設会社の社長だっ
た。屋根や土地を非常にたくさんお持ち

で、私の同僚が太陽光発電設備を案
内したが、最初は興味を持ってもらえな
かった。私はお客様にとってよい商品だ
と本気で思っていたので、同僚がお客
様に提案して「駄目だった」と帰ってきた
ときは、「お客様にとってメリットがあり、丁
寧に説明すればご理解いただけるは

ず」と自ら再提案に動いた。
当行には、法人のお客様に対し、担

当者が一人ひとり決まっていて、その担
当者以外がお客様のところへ伺っては
いけないという暗黙のルールがあった。し
かし私は、ある担当者がうまく契約を結
べないのであれば、別の担当者が代わ
りに行ってもよいのではないか、と考えた。

人間同士、相性の良し悪しがある。誰が
契約を結ぼうが、当行とお客様との契約
であることに変わりはない。とはいえ、皆が
私と同じ考え方ではない。悩みがなかっ
たわけではないが、上司が私を制止しな
いでいてくれて励みになった。
提携業者との連携による丁寧な説明

と熱意を持った提案で、1ヵ月後にご契
約をいただいた。そればかりか、お客様
から土地の有効活用について相談を受
けるようになった。当行はメインバンクで
ないにも関わらずだ。

──ビジネスマッチングのポイントは？
とにかくスピードを重視することではな
いだろうか。私は、支店長や上司の了解
を得る前に先の建設会社の社長とのア
ポイントメントを取ったこともある。

──仕事のやりがいは？
目標に向かって行員全員が一生懸
命努力し、その結果目標を達成して喜び
を分かち合うこと。この経験はスポーツと
似ており、何物にも代え難い。さらには
様々な方に出会えて家族のように仲良く
なれること。そして子供が「銀行に行くとき
のママがかっこいい」と言ってくれること。
その度にこの仕事を続けたいと思う。子
育てに協力的な夫にも感謝している。

──今後のビジョンは？
佐賀は小さい街だが、当行は多くの
県民の方に選ばれている金融機関だと
自負している。地域と共に、地域の活力
を未来へつなぐ銀行として佐賀を盛り上
げたい。
今年8月に佐賀県を襲った大雨の影

響で、各地に甚大な被害が発生した。
私自身も被災し、車４台冠水して、床上
まで浸水した。災害に遭ったのは初めて
で、やはり人の助けが必要だと感じた。
私はまずお客様にお会いして状況を
確認することが先決だと考え、ボランティ
アにも参加した。復興はこれからだ。当行
としては、災害ローンのような形で復旧を
後押ししていきたい。

トマト銀行
執行役員
岡山南営業部長
宮本裕司

熱
意・誠
意・創
意
を
胸
に  

お
客
様
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る

プロフィール●1964年岡山県生まれ。1988年3月北九
州市立大学商学部卒業後、同年4月山陽相互銀行（現
・トマト銀行）へ入行。三門支店に在籍し、渉外業務な
どを経験。2007年より和気支店長、09年より岡山南営
業部次長、10年より大供支店長、13年より西大寺支店
長、15年より執行役員・津山支店長、18年より現職。

秀逸バンカーの
仕事観期待の 逸 材

佐賀銀行
武雄支店
山﨑洋子 得意先係

全
行
員
で
喜
び
を
分
か
ち
合
う  

こ
れ
こ
そ
何
物
に
も
代
え
難
い

プロフィール●1979年佐賀県塩田町（現嬉野市）生ま
れ。97年3月嬉野商業高校（現嬉野高校）卒業後、佐
賀銀行へ入行。武雄支店、鹿島支店、本店で窓口業
務に従事後、2015年再び武雄支店に配属され、16年
より現職。高校3年時にはソフトテニスのインターハイ
で全国3位に。

期待の 逸 材
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│
│
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
の
導

入
事
例
は
増
え
て
い
ま
す
か
。

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
と
い
え

ば
、『
ス
ポ
テ
ィ
フ
ァ
イ（Spotify

）』

や『
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス（N

etflix

）』

と
い
っ
た
音
楽
や
映
画
の
配
信
サ

ー
ビ
ス
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多

い
で
し
ょ
う
が
、
最
近
は
ア
パ
レ

ル
や
車
メ
ー
カ
ー
な
ど
も
活
用
し

て
い
ま
す
。
カ
ジ
ュ
ア
ル
衣
料
大

手
の
ス
ト
ラ
イ
プ
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
は
定
額
制
サ
ー
ビ
ス

『
メ
チ
ャ
カ
リ
』
を
展
開
し
て
い

ま
す
し
、
ト
ヨ
タ
も
『
プ
リ
ウ

ス
』
や
『
レ
ク
サ
ス
』
に
乗
れ
る

定
額
制
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

矢
野
経
済
研
究
所
は
、
２
０
１

８
年
度
５
６
２
７
億
円
だ
っ
た
国

内
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
市
場

が
23
年
度
に
は
８
６
２
４
億
円
へ

拡
大
す
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
Ｉ
Ｔ
企
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
企
業

も
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
を
活
用

す
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

│
│
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
は
リ

ー
ス
と
何
が
違
う
の
で
す
か
。

リ
ー
ス
と
は
異
な
り
ま
す
。
確

か
に
、
モ
ノ
の
所
有
権
が
企
業
か

ら
利
用
者
へ
移
転
し
な
い
点
と
長

期
に
亘
っ
て
利
益
を
回
収
す
る
点

は
共
通
し
て
い
ま
す
が
、
提
供
物

し
て
一
定
の
収
益
が
得
ら
れ
る
た

め
、
売
上
の
見
通
し
や
投
資
計
画

が
立
て
や
す
く
な
り
ま
す
。
目
先

の
売
上
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
フ
ロ
ー
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
比
べ
、

長
期
で
安
定
す
る
ス
ト
ッ
ク
型
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
の
で
経
営
者
と

し
て
は
安
心
で
す
。

ま
た
、
消
費
動
向
も
モ
ノ
の
所

有
か
ら
利
用
へ
移
行
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
は

従
来
の
売
切
り
に
代
わ
る
モ
デ
ル

に
な
り
得
る
の
で
す
。

た
だ
、
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン

を
単
な
る
課
金
モ
デ
ル
と
し
か
捉

え
ら
れ
な
い
と
、
本
質
を
掴
む
こ

と
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
必
要

な
視
点
は
、
顧
客
と
の
つ
な
が
り

で
す
。

と
い
う
の
も
、
売
切
り
に
お
い

て
は
、
企
業
は
モ
ノ
を
販
売
し
た

時
点
が
ゴ
ー
ル
で
す
。
販
売
後
の

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

企
業
も
あ
り
ま
す
が
、
企
業
に
と

っ
て
は
コ
ス
ト
で
し
か
な
く
、
販

売
前
よ
り
も
力
を
入
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン

で
は
、
契
約
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

む
し
ろ
契
約
後
に
い
か
に
長
く
利

用
し
て
も
ら
う
か
が
勝
負
で
す
。

企
業
は
絶
え
間
な
く
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
や
商
品
の
拡
充
に
努
め
、
顧
客

の
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

ま
す
。

次
に
、
企
業
内
部
で
の
競
合
で

す
。
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
方
式

の
新
規
事
業
を
立
ち
上
げ
る
と
、

従
来
の
顧
客
が
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ

ョ
ン
へ
移
行
し
、
既
存
事
業
の
需

要
を
侵
食
し
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
既
存
事
業
の
担
当
者

が
新
規
事
業
を
攻
撃
す
る
よ
う
な

ケ
ー
ス
が
起
こ
り
か
ね
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
顧
客
中
心
の
事
業
モ

デ
ル
へ
の
転
換
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

特
に
売
切
り
型
の
事
業
モ
デ
ル
を

実
施
し
て
き
た
メ
ー
カ
ー
は
、
製

品
の
販
売
だ
け
で
は
な
く
、
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
や
継
続
的
な
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、
サ
ー
ビ
ス
強
化

な
ど
、
販
売
後
の
顧
客
と
の
つ
な

が
り
を
維
持
す
る
た
め
の
事
業
へ

転
換
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事

業
全
体
を
最
適
化
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

│
│
で
は
、
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
の
利
用
に
お
け
る
成
功
の
秘
訣

は
あ
り
ま
す
か
。

３
つ
の
方
向
性
で
進
め
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

第
一
に
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
の
新
規
事
業
モ

デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
で
す
。
大

胆
な
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
組
み

直
し
や
人
員
の
配
置
換
え
な
ど
も

含
め
て
、
顧
客
と
の
つ
な
が
り
を

維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
や

組
織
、
管
理
な
ど
を
ゼ
ロ
か
ら
検

討
す
る
の
で
す
。
既
存
事
業
の
成

功
体
験
に
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
若

手
の
抜
擢
や
外
部
人
材
の
登
用
な

ど
が
有
効
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

第
二
に
、
経
営
者
に
よ
る
コ
ミ

ッ
ト
で
す
。
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
に
取
り
組
む
担
当
者
や
チ
ー
ム

が
既
存
事
業
か
ら
攻
撃
を
受
け
な

い
よ
う
、
経
営
者
が
守
り
、
取
り

組
み
の
本
気
度
を
示
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
子
会
社
な
ど
別
の
組
織

を
設
け
、
隔
離
す
る
よ
う
な
こ
と

も
選
択
肢
の
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。

第
三
に
、
メ
リ
ハ
リ
で
す
。
新

規
事
業
と
し
て
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ

ョ
ン
に
取
り
組
む
担
当
者
は
事
業

の
構
築
に
集
中
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
場
合

は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
外

部
の
専
門
家
の
力
を
借
り
た
り
、

ビ
ー
プ
ラ
ッ
ツ
の
よ
う
な
サ
ブ
ス

ク
リ
プ
シ
ョ
ン
に
必
要
な
機
能
を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
提
供
し
て

く
れ
る
企
業
に
任
せ
た
り
し
て
、

新
規
事
業
の
構
築
に
専
念
す
る
こ

と
で
す
。

完
全
自
前
主
義
か
ら
脱
却
し
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
で
柔
軟
性
の
あ
る
オ

ー
プ
ン
型
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
・
チ
ー
ム
が
組
成
で
き
れ
ば
、

成
功
率
は
大
き
く
上
が
る
は
ず
で

す
。

の
確
定
と
継
続
の
拘
束
力
の
２
点

で
異
な
り
ま
す
。

リ
ー
ス
で
は
、
原
則
契
約
期
間

中
に
提
供
物
が
変
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
車
を
リ
ー
ス
し
た
場

合
、
契
約
期
間
が
終
わ
る
ま
で
は

同
じ
車
の
は
ず
で
す
。
し

か
し
、
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ

ョ
ン
の
場
合
は
、
提
供
物

が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ス
ポ
テ
ィ
フ
ァ
イ

に
は
新
し
い
曲
が
追
加
さ

れ
ま
す
が
、
月
額
料
金
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
リ
ー
ス
は
継
続

に
対
す
る
拘
束
力
が
法
的

に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
利

用
者
は
契
約
期
間
内
に
総

額
を
払
う
契
約
を
交
わ
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
で

は
一
定
の
縛
り
が
設
け
ら

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

基
本
的
に
解
約
は
利
用
者

の
自
由
で
す
。
企
業
に
と

っ
て
は
リ
ー
ス
の
方
が
安

心
で
す
が
、
利
用
者
に
と

っ
て
は
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ

ョ
ン
の
方
が
敷
居
は
低
い
の
で
す
。

│
│
な
ぜ
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン

が
流
行
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

企
業
に
と
っ
て
魅
力
的
な
課
金

モ
デ
ル
だ
か
ら
で
す
。
毎
月
安
定

っ
て
解
約
を
防
ぐ
よ
う
努
力
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
メ
ー
カ
ー
が
サ
ブ
ス

ク
リ
プ
シ
ョ
ン
を
始
め
る
場
合
は
、

従
来
の
製
品
重
視
か
ら
、
顧
客
と

の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
へ
転
換
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
視
点
を
変
え
れ
ば
、
顧
客

と
の
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
こ
と

で
、
売
切
り
に
は
な
い
成
長
性
を

秘
め
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。
顧

客
と
つ
な
が
る
と
顧
客
か
ら
直
接
、

大
量
の
デ
ー
タ
を
収
集
で
き
ま
す
。

そ
こ
か
ら
顧
客
の
好
み
や
消
費
行

動
を
分
析
す
れ
ば
、
新
た
な
需
要

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

卸
や
小
売
を
経
由
し
て
顧
客
に
商

品
を
届
け
て
い
た
メ
ー
カ
ー
が
顧

客
と
直
接
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と

で
、
新
し
い
商
品
を
開
発
で
き
る

よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で

す
。

│
│
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
を
利

用
す
る
う
え
で
の
留
意
点
は
何
で

し
ょ
う
か
。

ま
ず
短
期
的
な
業
績
へ
の
影
響

で
す
。
売
切
り
に
比
べ
収
益
の
確

定
が
長
期
化
す
る
た
め
、
短
期
的

に
収
益
は
減
少
し
ま
す
。
ま
た
製

品
の
所
有
権
を
利
用
者
に
移
転
し

な
い
た
め
、
製
品
は
自
社
の
資
産

と
し
て
持
つ
こ
と
に
な
り
、
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
が
膨
ら
ん
で
し
ま
い

経営コンサル、Ｐ＆Ｅディレクションズによる『いまさら聞けない』シリーズ。
今回はモノの利用権を一定期間提供して利用料を得るサブスクリプション方式について解説してもらう。

い ま さ ら  　 聞 け な い

サブスクリプション

伊藤祐介マネージャー
1983年大分県生まれ。2006年九州大学芸術工学部卒業。広告代理店や
大手コンサルなどを経て、P&Eディレクションズ入社。 消費財製造、小売業、
サービス業を中心に経営計画や成長戦略の策定などを実施。マーケティ
ングROIの向上や顧客体験の設計などデジタルマーケティング戦略の実
行支援を得意とする。

お問い合わせ先

株式会社ピー・アンド・イー・ディレクションズ
東京都中央区銀座6-8-7交詢ビルディング8階
TEL●03-3573-0070  Email●info@ped.co.jp
http://www.ped.co.jp

解説
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昨 年11月に創業した同社は、オリー
ブオイルに漬けた椎茸や椎茸を
用いたバーニャカウダソースなど

3種類の瓶詰を今年4月に発売した。特徴は、
形が悪かったり、変色していたりして規格か
ら外れた椎茸を使用していること。菌床栽培
で椎茸を生産する地元の農家から椎茸を集
め、調達量は多ければ1日10kgになるという。

同社の岡本大介代表は、「秋田県産の食
材を使った商品の開発を模索し、農家に相
談したところ、規格外の椎茸が廃棄されてい
る実態を知った。実物を見せてもらうと、味も
香りも市販の椎茸と変わらなかったので、こ
れを商品化しようと決めた」と話す。

もっとも、オイル漬けの販売は最初から計
画していたようだ。オイルに漬けた食材の保存
性が高いという特長もあるが、何よりも、岡本
代表は、かつて食品加工会社に在籍し、鮑の
オイル漬けを開発した経験があった。

ただ頭を悩ませたのは、商品に盛り込むべ
き秋田の地域性だった。大阪府出身の岡本
代表は、大阪府と神奈川県での会社員生活
を経て、妻の実家がある秋田県に移住したた
め、「〝秋田らしさ〟のイメージが湧かなかった」

（岡本代表）。
そこで思い至ったのが、魚を発酵させた調

味料、『しょっつる』を用いた味付けだ。イタリ
ア料理ではオリーブオイルとアンチョビを組み

合わせることが多い点に着目し、3種
類の商品すべてにしょっつるを使用。

さらに、それぞれに味噌や塩麹など
で下味をつけて特徴を出すことも考案。
飲食関係の知人の助けも得て、発案から
2ヵ月足らずの今年2月、都内開催の『第25回
グルメ＆ダイニングスタイルショー』に一連の
商品を出展した。瓶のラベルは手づくりで、商

品として完成形ではなかった
が、試食した来場者の反応がよ
く、手応えを感じたという。

こうして4月に正式な発売に
漕ぎつけ、現在は秋田県内30
ヵ所の空港や駅、サービスエリ
アのほか、一部県外施設にも
納品している。販売数は月間
1500本で、業務用サイズの発
売も検討中だ。

現在作業場は、町内で廃業
した缶詰工場の施設を引き取

って使用しているが、新たに町有の加工施設
を使えるよう交渉を進め、年間売上高3000
万円を目指している。

自らの性格について、「誰もしていないこと
を始めるのが好き」と語る岡本代表。オイル漬
け食材の業界について、「従来は、例えば牡
蠣を販売する会社が派生商品としてオイル漬
けを販売するように、特定の食材を扱う業者
のサイドビジネスという色合いが強かった」と
指摘する。つまり、仮に牡蠣のオイル漬けを気
に入った消費者が他の食材のオイル漬けも
試したいという要望があって
も、業者は応えられないという
わけだ。

これに対し、岡本代表は、一
つのブランドで様々な食材を
オイル漬けにすれば、需要が
あるだろうと見る。パーティなど
の手土産として選びやすい商
品というコンセプトの下、新し

いものを好む客層を狙う方針である。
ただ、商品への反響に困惑している部分も

あるようだ。岡本代表は、「椎茸の印象が定
着してしまったが、私としてはあくまでもオイル
漬けの店という位置づけのつもり」と苦笑し、

「現在の商品を拡販しなければならない一
方で、イメージを打破する新商品も開発した
い」と話す。とはいえ、新たな食材を模索する
にも、秋田名産のハタハタなどはすでにオイル
漬けが広く売られており、後から参入するの
は難しい。競合のない新たな食材を検討し、
試作を進めているという。

移住直後は現地のことが分からずに苦労
した岡本代表。それゆえ県内の起業セミナー
などに精力的に参加し、その過程で得た人脈
を活かして商品化を実現した。そんな岡本代
表だけに、「多くの人に助けられてきたので、
将来は地元農家の農閑期の副業として作業
を手伝ってもらうなど、地元に収益を還元し
たい」と、地域に根差したビジネスへの意気
込みを語るのである。

食
農

地域産品を活かして商品化
規格外椎茸のオイル漬け
秋田県産の椎茸でオイル漬けを製造するノルテカルタ（秋田県八峰町）。
廃棄されてきた規格外品の椎茸を使った商品を開発し、注目を集めている。

岡本大介代表。商品の取扱店を増やすべく、自ら営業に飛び回る日々を
送る。前職で開発した『あわびのアヒージョ』も引き継いで販売している

現在は、『しいたけオイル漬け』『しいたけタプナード』『しいたけバーニャ
カウダ』の3商品をメインとする

椎茸は規格外品ゆえ、すべて手作業で
選別や加工を行っているという
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経済指標ランキング（都道府県別） 

▶実質総生産 （2015年度）

※内閣府資料をもとに作成

▶1人あたりの実質総生産 （2015年度）

※内閣府資料をもとに作成

▶実質総生産の成長率 （2015年度の伸び率） 単位：％
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金融機関

企業家

進む“脱炭素化”
世界の潮流に乗り遅れるな！

Vol.1
“地域の光”を世界に届ける！
地域商社の挑戦

Vol.2

日本の雇用を守り抜く
強い地域企業の条件

Vol.3

地域再生に活かせ！
エネルギー革命

Vol.4
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2019年9月19日・20日 東京ビッグサイトにて
第14回 地方銀行フードセレクションを開催しました

主催銀行：55行　出展社数：1,031社　来場者数：13,412名（2日間）

第15回 地方銀行フードセレクション
［会期］2020年11月19日（木）・20日（金） ［会場］東京ビッグサイト 西1・2ホール

次回
予告
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企業家のための地域経済誌
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甦る地域農業
独創と革新のダイナミズム！

16期連続増収
広島市信用組合が示した成長の要諦

［信金・信組の確たる信念］

山本明弘理事長


